
せたな町犯罪被害者等支援条例を制定しました

TOPICS、暮らしの情報　ほか

エキノコックス症について

表紙◎４/ ６　「せたな町立久遠小学校入学式」の様子　※詳しくは広報見聞録をご覧ください　

保健師からの健康アドバイス

ネコや犬 正しい飼い方で楽しいペットライフを！

令和２年度せたな町の決算概要

せたな町「町政執行方針」「教育行政執行方針」「予算」
令和４年度
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第
２
次
せ
た
な
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
下

輝
く
せ
た
な

新
時
代

　
　
　
　
　
　

未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

第
１
回
せ
た
な
町
議
会
定
例
会
で
高
橋
町
長
が
示
し
た
、
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
等
の
取
組
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◎
保
健
施
策

健
診
や
訪
問
指
導
な
ど
の
母
子
保

健
事
業
を
通
じ
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に

育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
母
子
保
健

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◎
各
種
が
ん
検
診
及
び
特
定
健
康

診
査多

く
の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
、
健
康
相
談
や
健
康
教

育
な
ど
を
通
じ
て
、
健
康
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
と
個
々
の
生
活

習
慣
に
合
っ
た
保
健
指
導
を
実
践
し
、

積
極
的
に
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

◎
福
祉
施
策

「
地
域
福
祉
計
画
」
や
「
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
・
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

基
本
計
画
」
を
基
本
に
、
総
合
的
な

保
健
福
祉
・
介
護
予
防
事
業
の
展
開

を
図
り
、
高
齢
者
の
自
立
の
促
進
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

権
利
擁
護
で
は
、
令
和
３
年
度
に

設
置
し
た
「
せ
た
な
町
成
年
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
方
の
支
援
体
制
の
構

築
に
努
め
ま
す
。

◎
介
護
施
策

介
護
人
材
確
保
・
育
成
支
援
事
業

及
び
介
護
従
事
者
確
保
・
定
住
対
策

事
業
に
お
い
て
、
質
の
高
い
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
供
給
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

◎
障
が
い
福
祉
施
策

「
第
４
次
障
が
い
者
計
画
・
第
６
期

障
が
い
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
地

域
が
必
要
と
す
る
給
付
や
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

障
が
い
者
を
雇
用
す
る
町
内
事
業
者

へ
の
支
援
と
、
障
が
い
者
の
就
労
と

社
会
的
自
立
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

◎
子
育
て
支
援

「
第
２
期
せ
た
な
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
事

業
展
開
を
図
り
ま
す
。

小
学
校
就
学
前
児
童
の
教
育
及
び

乳
幼
児
保
育
へ
の
支
援
と
し
て
、
引

き
続
き
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
を

運
営
す
る
と
と
も
に
、
留
守
家
庭
の

放
課
後
児
童
対
策
と
し
て
学
童
保
育

所
を
継
続
し
て
運
営
し
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
育
児
相
談
や
子
育
て
情
報
の
提

供
、
保
護
者
同
士
の
交
流
を
図
り
な

が
ら
、
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
努

め
ま
す
。

な
お
、
園
児
等
の
健
康
管
理
及
び

保
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
認

定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
・
学
童
保
育

所
内
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

◎
病
院
事
業

国
保
病
院
並
び
に
瀬
棚
・
大
成
両

診
療
所
、
瀬
棚
歯
科
診
療
所
に
お
け

る
医
師
・
看
護
師
な
ど
医
療
従
事
者

の
確
保
は
慢
性
的
な
課
題
で
あ
り
ま

す
が
、
国
保
病
院
で
は
４
月
か
ら
常

勤
医
一
人
が
加
わ
り
、
４
人
体
制
で

診
療
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
町
内
唯

一
の
救
急
告
示
病
院
と
し
て
引
き
続

き
救
急
医
療
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

更
に
は
出
張
医
の
応
援
を
受
け
、

常
勤
医
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
専
門
外
来
診
療
を
継
続
し
ま
す
。

瀬
棚
・
大
成
両
診
療
所
及
び
瀬
棚

歯
科
診
療
所
に
あ
っ
て
は
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
、
国
保
病
院
と
連
携

し
、
持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体

制
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
常
勤
医
が
不
在
と
な
る
大

成
診
療
所
に
は
、
瀬
棚
診
療
所
と
同

じ
く
国
保
病
院
か
ら
医
師
を
派
遣
し
、

診
療
に
あ
た
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
は
、
引
き
続
き
発
熱
外
来
を
設

置
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
定
量
検

査
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
も
柔

軟
に
対
応
し
ま
す
。

国
保
病
院
の
改
築
は
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
極
め
、
病
院
機

能
や
規
模
な
ど
、
十
分
検
討
を
重
ね
、

計
画
策
定
に
向
け
た
協
議
を
慎
重
に

進
め
ま
す
。

令
和
２
年
度
末
で
実
施
期
間
が
終

了
し
て
い
る
「
新
せ
た
な
町
立
国
保

病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
の
後
継
プ
ラ
ン

の
策
定
は
、
国
が
令
和
３
年
度
末
ま

で
に
示
す
こ
と
と
し
て
い
る
「
公
立

病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

踏
ま
え
て
、
適
宜
検
討
し
ま
す
。

国
保
病
院
、
診
療
所
及
び
歯
科
診

療
所
が
連
携
し
、
地
域
住
民
の
命
と

健
康
を
守
る
上
で
重
要
な
使
命
を
担

っ
て
い
る
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ

れ
、
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
全
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
よ

り
良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

◎
産
業
基
盤
の
強
化

全
国
的
に
産
業
の
冷
え
込
み
が
続

く
中
、
国
の
事
業
の
活
用
や
産
業
団

体
と
の
協
働
に
よ
る
生
産
体
制
の
整

備
、
産
業
後
継
者
の
育
成
・
支
援
な

ど
行
い
、
産
業
基
盤
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

◎
農
業
施
策

農
業
の
振
興
で
は
、
前
年
度
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
、
農

業
者
並
び
に
関
係
機
関
、
専
門
機
関

と
様
々
な
課
題
を
と
も
に
協
議
を
重

ね
な
が
ら
、
今
後
10
年
間
の
町
内
農

業
の
方
向
性
を
定
め
た
、
新
し
い
「
農

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
活
用
の
一
環

と
し
て
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
、
農
地

の
確
認
や
生
育
調
査
だ
け
で
な
く
、

有
害
鳥
獣
や
被
災
地
の
確
認
な
ど
、

い
つ
ま
で
も
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

地
域
の
魅
力
を
産
業
の
活
力
に
か
え

る
ま
ち

令和４年度の主な事業
【新規事業】
　■地域間幹線系統維持バス導入事業
　■児童福祉施設等エアコン設置事業
　■農業センターＩＣＴ実証試験事業
　■町道照明改良事業

【継続事業】
　■町有施設解体事業
　■大成町民センター長寿命化改修事業
　■住宅リフォーム等助成事業
　■地域エネルギービジョン策定事業
　■町道橋長寿命化修繕事業

令和４年度　町政執行方針
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多
岐
に
わ
た
っ
て
業
務
の
精
度
向
上

に
向
け
活
用
し
ま
す
。

近
年
、
特
に
力
を
入
れ
て
き
た
新

規
就
農
な
ど
の
担
い
手
確
保
対
策
を

進
め
な
が
ら
、
前
年
に
引
き
続
き
本

年
度
も
酪
農
業
に
新
規
就
農
す
る
青

年
就
農
者
に
対
し
、「
北
海
道
農
業
次

世
代
人
材
投
資
事
業
」
を
活
用
し
、

就
農
初
期
段
階
の
支
援
を
行
い
定
着

を
図
り
ま
す
。

農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
内
農
産

物
の
品
質
・
収
量
の
安
定
と
向
上
を

図
る
た
め
、「
土
壌
分
析
診
断
事
業
」

に
よ
る
土
づ
く
り
の
推
進
や
、
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
や
潮
ト
マ
ト
を
は
じ
め
と

す
る
「
高
収
益
作
物
等
の
栽
培
試
験
」

を
引
き
続
き
行
い
、
技
術
支
援
を
行

い
ま
す
。

更
に
、
担
い
手
不
足
解
消
の
た
め

の
作
業
の
効
率
化
、
産
地
間
競
争
に

対
応
で
き
る
作
物
の
高
品
質
化
を
目

指
し
、
セ
ン
タ
ー
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
設
置
し
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
普
及
に
向
け
た
実
証
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

畜
産
で
は
、
近
年
の
情
勢
に
よ
り

導
入
牛
並
び
に
飼
料
価
格
は
依
然
高

止
ま
り
傾
向
に
あ
り
、
生
産
コ
ス
ト

の
増
加
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
長

期
間
供
用
で
き
る
健
康
な
個
体
の
育

成
を
目
的
に
「
町
営
牧
場
」
の
利
用

促
進
を
進
め
、
ま
た
前
年
度
か
ら
の

「
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
」
を
継
続

実
施
し
、
自
給
飼
料
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

◎
農
業
・
農
村
整
備
事
業

水
田
用
水
の
基
幹
施
設
で
あ
る
真

駒
内
ダ
ム
は
、「
基
幹
水
利
施
設
管
理

事
業
」
及
び
「
水
利
施
設
整
備
事
業
」

に
よ
り
適
正
な
管
理
並
び
に
補
修
を

実
施
し
、
長
期
に
渡
っ
て
安
定
的
な

用
水
供
給
が
で
き
る
よ
う
進
め
ま
す
。

更
に
、
道
営
事
業
に
よ
り
老
朽
化

し
た
西
兜
野
排
水
機
場
の
全
面
改
修

に
向
け
設
計
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
度
か
ら
機
械
・
電
気
設
備
を
施

工
し
、
農
業
排
水
の
効
率
化
と
防
災

対
策
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◎
林
業
施
策

一
般
民
有
林
施
業
で
は
、
道
単
独

事
業
の
植
林
へ
の
支
援
策
「
豊
か
な

森
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、

伐
採
後
の
確
実
な
造
林
に
支
援
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
除
間
伐
・
下

刈
及
び
低
質
材
な
ど
の
運
搬
経
費
補

助
等
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
の
負
担

軽
減
を
図
り
、
森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
り
ま
す
。

町
有
林
は
、
主
伐
期
の
森
林
を
計

画
的
に
伐
採
及
び
造
林
す
る
こ
と
に

よ
り
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
数

の
増
加
に
よ
り
、
農
林
産
物
な
ど
の

被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

狩
猟
免
許
取
得
に
対
す
る
助
成
や
捕

獲
奨
励
金
の
継
続
支
援
を
図
る
ほ
か
、

農
林
水
産
省
の
「
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
交
付
金
」
を
活
用
し
、
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
及
び
人
材
育
成
に
努
め
、

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
効
果

的
な
駆
除
に
努
め
ま
す
。　
　

◎
漁
業
施
策

前
浜
資
源
の
確
保
を
図
る
た
め
「
ウ

ニ
移
殖
放
流
事
業
」
並
び
に
漁
家
経

営
安
定
化
に
向
け
た
２
期
目
の
「
ト

ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
海
面
養
殖
試
験
事

業
」
は
、
町
単
独
事
業
と
し
て
継
続

実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に
「
サ
ケ
稚

魚
海
中
飼
育
施
設
整
備
事
業
」
に
支

援
す
る
ほ
か
、
檜
山
沿
岸
６
町
に
よ

る
広
域
連
携
事
業
と
し
て
取
り
組
む

ニ
シ
ン
や
ナ
マ
コ
の
種
苗
放
流
や
「
サ

ケ
の
資
源
増
大
対
策
事
業
」
に
も
支

援
し
ま
す
。

水
産
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ア
ワ
ビ
の
中
間
育
成
や
ナ
マ
コ
の
種

苗
生
産
、
供
給
を
行
う
こ
と
で
、
前

浜
資
源
の
維
持
と
漁
業
者
の
経
営
安

定
に
向
け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

漁
港･

港
湾
で
は
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
瀬
棚
港
修
築
事
業

は
も
と
よ
り
、
施
設
の
詳
細
点
検
診

断
や
岸
壁
防
舷
材
の
敷
設
替
え
、
漁

港
は
「
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全

事
業
」
に
よ
り
、
施
設
の
適
切
な
整

備
と
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
貴
重
な
漁
業
資
源
で
あ
る

サ
ク
ラ
マ
ス
や
秋
サ
ケ
の
増
殖
を
図

る
た
め
に
は
、
河
川
環
境
の
整
備
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
級
河
川

臼
別
川
砂
防
堰
堤
の
切
り
下
げ
着
工

を
引
き
続
き
強
く
要
望
し
ま
す
。

◎
商
工
観
光
施
策

商
工
事
業
者
の
経
営
体
質
の
改
善

を
図
る
た
め
、
商
工
会
に
対
す
る
運

営
補
助
や
「
中
小
企
業
経
営
安
定
資

金
融
資
事
業
」
に
よ
る
利
子
補
給
を

継
続
実
施
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
商
工
事
業

者
の
支
援
対
策
と
し
て
、
制
度
資
金

へ
の
利
子
補
給
を
行
い
事
業
継
続
を

下
支
え
し
ま
す
。

ま
た
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
商
工
業
で
は
、
引
き
続
き
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
町
内
で
起
業

に
向
け
て
の
活
動
の
支
援
を
行
い
、

商
工
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

観
光
振
興
で
は
、
観
光
協
会
と
引

き
続
き
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
種

観
光
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
せ
た
な
３
大
イ
ベ
ン
ト
へ

の
助
成
を
行
い
、
町
の
Ｐ
Ｒ
、
特
産

品
の
開
発
や
磨
き
上
げ
、
販
路
の
拡

大
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

温
泉
宿
泊
施
設
の
「
温
泉
ホ
テ
ル

き
た
ひ
や
ま
」
は
、
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
り
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
、
適
正

な
運
営
に
努
め
、
ヒ
素
対
策
は
、
温

泉
排
水
用
希
釈
水
井
戸
の
新
設
工
事

を
行
い
対
応
し
ま
す
。

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

檜
山
沖
が
既
に
一
定
の
準
備
段
階

に
進
ん
で
い
る
区
域
と
し
て
整
理
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、「
檜
山
管
内
洋
上

風
力
事
業
推
進
協
議
会
」
を
中
心
に
、

促
進
区
域
の
指
定
に
向
け
取
り
進
め

ま
す
。

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目

指
す
た
め
、「
せ
た
な
町
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
新
し
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
な
ど

の
事
業
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

公
用
車
の
更
新
と
し
て
プ
ラ
グ
イ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
導
入
し
ま
す
。

ま
た
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
可
能
な
範
囲
で

協
力
し
ま
す
。

自
然
を
守
り
、
安
全
に
す
ご
せ
る

ま
ち

令和４年度　町政執行方針

◎
上
下
水
道
事
業

水
道
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

各
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
図
り
、

「
安
心
、
安
全
な
水
の
確
保
」「
安
定

し
た
水
の
供
給
」「
健
全
経
営
」
に
努

め
ま
す
。

熱
源
供
給
事
業
で
は
、
各
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
を
実
施
し
、
安
定

し
た
温
泉
の
供
給
を
図
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
で
は
、
令
和
５
年
度

か
ら
の
各
下
水
処
理
場
更
新
に
向
け
、

実
施
設
計
業
務
を
実
施
す
る
ほ
か
、

下
水
処
理
施
設
な
ど
の
適
切
な
維
持

管
理
を
実
施
し
ま
す
。

漁
業
集
落
排
水
施
設
は
、
太
櫓
地

区
の
排
水
処
理
施
設
の
更
新
工
事
を

実
施
し
、
安
定
し
た
汚
水
処
理
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
上
下
水
道
事
業
会
計
は
、

国
が
示
し
た
「
経
営
改
革
推
進
基
本

方
針
」
を
踏
ま
え
、
公
営
企
業
会
計

移
行
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
す
。

◎
環
境
衛
生

地
域
の
良
好
な
環
境
を
保
つ
た
め
、

ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
に
努
め
、「
資

源
ご
み
回
収
奨
励
金
事
業
」
や
「
小

型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
を
引
き

続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
北
部
桧
山
衛

生
セ
ン
タ
ー
組
合
に
お
け
る
ご
み
の

分
別
の
徹
底
や
資
源
化
・
減
量
化
に

よ
り
循
環
型
社
会
の
形
成
と
推
進
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
施
設
な
ど
が

未
整
備
の
地
域
に
お
け
る
生
活
排
水

対
策
で
は
、
合
併
浄
化
槽
の
普
及
促

進
を
図
る
た
め
、
設
置
費
の
補
助
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

◎
消
防
・
防
災
体
制

消
防
体
制
は
、
丹
羽
地
区
の
北
檜

山
消
防
団
第
二
分
団
に
配
備
し
て
い
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る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
し
、

火
災
や
災
害
時
に
お
け
る
体
制
強
化

を
図
り
ま
す
。
更
に
消
防
団
員
用
被

服
を
年
次
計
画
に
て
更
新
し
、
消
防

団
員
の
活
動
時
に
お
け
る
安
全
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

は
、
令
和
３
年
度
で
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、
避
難
情
報
や
被
災
情
報
等
を

迅
速
、
確
実
に
町
民
の
皆
様
へ
伝
達

し
ま
す
。

防
災
体
制
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の

避
難
行
動
要
支
援
者
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
、
町
と
自
主
防
災
組
織

が
協
力
し
防
災
体
制
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
自

主
防
災
組
織
に
対
す
る
支
援
を
積
極

的
に
行
い
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
連
携
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

◎
河
川
の
整
備

一
級
河
川
後
志
利
別
川
の
内
水
被

害
対
策
を
国
に
引
き
続
き
要
請
す
る

ほ
か
、
北
海
道
管
理
河
川
の
太
櫓
川
、

真
駒
内
川
、
ト
ン
ケ
川
の
改
修
工
事

が
引
き
続
き
実
施
の
予
定
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
事
業
が
早
期
完
成
と
な
る

よ
う
今
後
も
道
に
対
し
て
強
く
要
請

し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
過
去
に
内
水
被
害
を

も
た
ら
し
た
河
川
の
早
急
な
対
応
を

関
係
機
関
に
引
き
続
き
強
く
要
請
し

ま
す
。

ま
た
、
町
が
管
理
す
る
準
用
河
川

最
内
川
、
冷
水
川
、
普
通
河
川
学
林

沢
川
は
、
緊
急
し
ゅ
ん
せ
つ
推
進
事

業
債
を
活
用
し
た
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

を
実
施
し
、
適
正
な
河
川
の
維
持
に

努
め
ま
す
。

◎
交
通
安
全
・
防
犯
・
消
費
者
対
策

交
通
安
全
の
推
進
で
は
、
町
民
一

人
一
人
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
撲
滅
に

向
け
、
関
係
機
関
や
団
体
等
と
連
携

し
、
街
頭
啓
発
や
交
通
安
全
教
育
な

ど
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

防
犯
対
策
で
は
、
引
き
続
き
公
共

施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
事

件
事
故
等
の
早
期
解
決
や
犯
罪
の
抑

止
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
や

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
子
ど
も
や

高
齢
者
の
安
全
確
保
、
巧
妙
化
す
る

特
殊
詐
欺
な
ど
の
被
害
防
止
啓
発
に

努
め
、
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
対
策
で
は
、
年
々

複
雑
か
つ
多
様
化
す
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
今

後
も
継
続
し
て
消
費
者
相
談
窓
口
の

充
実
や
消
費
者
被
害
防
止
の
啓
発
強

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
が
安

全
で
安
心
な
消
費
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
消
費
者
行
政
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

だ
れ
も
が
便
利
さ
を
実
感
で
き
る

ま
ち

◎
町
有
施
設
の
解
体

周
辺
環
境
に
配
慮
し
、
老
朽
化
し

た
旧
平
田
内
小
学
校
校
舎
の
ほ
か
、

用
途
を
終
え
た
施
設
や
町
営
住
宅
な

ど
を
解
体
し
ま
す
。

ま
た
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず

周
辺
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

空
家
な
ど
の
対
策
と
し
て
、
特
定
空

家
等
に
認
定
さ
れ
た
空
家
の
解
体
に

対
す
る
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

学
び
や
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
ま
ち

◎
広
域
的
な
幹
線
道
路
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

快
適
な
住
環
境
の
整
備
を
図
り
定

住
を
推
し
進
め
る
ほ
か
、
物
流
の
促

進
、
観
光
振
興
、
高
次
医
療
機
関
へ

の
救
急
車
両
に
よ
る
搬
送
な
ど
を
考

慮
し
、
広
域
的
な
幹
線
道
路
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

国
道
の
整
備
は
、
地
域
経
済
の
発

展
は
も
と
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
地
域
高

規
格
道
路
「
渡
島
半
島
横
断
道
路
」

及
び
国
道
２
２
９
号
の
美
谷
防
災
な

ど
の
整
備
促
進
、
早
期
完
成
を
関
係

機
関
に
引
き
続
き
要
請
し
ま
す
。

道
道
の
整
備
は
、
北
檜
山
大
成
線

の
狭
あ
い
箇
所
の
改
良
や
越
波
対
策

の
事
業
推
進
を
は
じ
め
、
緊
急
時
に

２
次
及
び
３
次
医
療
圏
へ
の
搬
送
道

路
と
な
る
八
雲
北
檜
山
線
の
落
石
防

止
や
雪
崩
対
策
な
ど
が
早
期
に
完
成

す
る
よ
う
関
係
機
関
に
引
き
続
き
要

請
し
ま
す
。

町
道
橋
の
整
備
は
、「
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
き
、
若
生
橋

の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

町
道
は
町
民
に
身
近
な
道
路
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
よ
り
、
車
両

通
行
の
妨
げ
と
な
る
支
障
木
の
枝
払

い
な
ど
を
年
次
計
画
に
よ
り
実
施
す

る
ほ
か
、
道
路
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
舗
装
の
補
修

や
排
水
整
備
、
除
草
、
除
雪
な
ど
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
ま
た
、
町

道
花
畑
線
の
防
雪
柵
整
備
は
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

◎
快
適
な
住
環
境
の
整
備

「
町
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
に

基
づ
き
、
計
画
的
な
改
修
工
事
や
住

宅
状
況
に
応
じ
た
補
修
を
実
施
し
な

が
ら
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
移
住
定
住
人
口
の
確
保
な

ど
を
目
的
と
し
た
「
移
住
定
住
促
進

住
宅
奨
励
事
業
」
や
良
質
な
賃
貸
住

宅
の
供
給
を
促
進
す
る
た
め
の
「
賃

貸
住
宅
整
備
促
進
支
援
事
業
」
を
継

続
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
経
済
対
策

と
し
て
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
助
成

事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

移
住
対
策
で
は
、
今
金
町
と
の
２

町
連
携
に
よ
る
半
島
振
興
広
域
連
携

促
進
事
業
で
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
「
移
住
体
験
事
業
」
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
で
は
、
老
朽
化
し

て
い
る
瀬
棚
線
の
バ
ス
車
両
の
更
新

に
係
る
費
用
の
一
部
を
負
担
し
、
バ

ス
利
用
者
の
安
心
・
安
全
な
移
動
手

段
を
確
保
し
、
路
線
の
維
持
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、「
せ
た
な
町
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」
を
評
価
し
、
新

た
な
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
策

定
に
向
け
た
取
組
を
進
め
、
持
続
可

能
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

更
に
は
、
大
成
区
か
ら
北
檜
山
タ

ー
ミ
ナ
ル
ま
で
運
行
し
て
い
る
久
遠

線
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
本
格
運
行
に
向

け
た
協
議
や
試
験
運
行
を
実
施
し
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
探
り
、
引

き
続
き
効
率
的
か
つ
利
用
者
の
利
便

性
を
高
め
る
公
共
交
通
の
形
成
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

み
ん
な
の
創
意
工
夫
が
光
る
ま
ち

◎
教
育

教
育
委
員
会
と
の
連
携
の
下
、
基

礎
学
力
の
定
着
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
教
育
や
体
力
向
上

に
向
け
た
取
組
、
更
に
は
道
徳
教
育
、

外
国
語
教
育
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

夢
と
希
望
を
抱
き
な
が
ら
、
学
ぶ
楽

し
さ
を
感
じ
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
が
育

ま
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
全
体
が
潤
い
と
活
力

に
満
ち
、
豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
民

一
人
一
人
が
自
己
の
充
実
や
心
身
の

健
康
と
潤
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
主
体
的
に
学
び
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◎
地
域
の
活
性
化

町
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、「
せ
た
な
町
地
域
活

動
等
推
進
事
業
」
を
継
続
実
施
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
図

り
、
町
内
会
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

出
会
い
や
結
婚
を
望
ん
で
い
る
町

内
の
独
身
の
方
に
、
新
た
な
出
会
い

と
交
流
の
場
を
提
供
す
る
「
出
会
い

の
広
場
」
を
継
続
し
て
開
催
し
、
地

元
に
住
み
続
け
た
い
意
欲
の
高
揚
と

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

広
域
連
携
事
業
で
は
、
２
次
医
療

圏
域
で
あ
る
北
渡
島
檜
山
４
町
エ
リ

ア
内
の
資
源
を
活
用
し
地
域
活
性
化

を
図
り
、
４
町
の
連
携
促
進
と
域
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
に
友
好
都
市

交
流
協
定
を
結
ん
だ
愛
知
県
豊
山
町

と
は
、
産
品
交
流
事
業
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
鑑
み
、
中
学

生
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
事
業

に
よ
り
交
流
を
図
り
ま
す
。
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◉一般会計

　　町の会計の中心をなすもので、行政運営の基

　本的な経費が組まれている会計

◉特別会計

　　一般会計に対して、特定の事業を区別して別

　に処理するための会計

■令和４年度通常予算が成立しました

　令和４年度の予算が 3 月議会で認められ、一般会計 85 億 643
万５千円（前年度通常予算と比べ２億 7,202 万６千円、3.3％の増額）
をまちづくりの経費としてスタートすることになりました。
　今まで同様、事務の見直しをはじめ、様々な改革に取り組み、町の
規模にあった財政運営を進めます。

令和４年度

予算

項　　　目 内　　　容

収
入

町税 町民税、固定資産税、軽自動車税など

使用料・手数料 公共施設等の使用料、各種証明手数料など

繰入金 積み立てている基金から使われる財源など

分担金・負担金
特定の利益を受けた（受ける）人からの負
担金など

地方交付税
地方公共団体の財政力に応じて、国税から
一定の基準により配分される財源

町債 国や銀行などからの借入金

国庫支出金・道支
出金

特定の事業に対して国や北海道から交付さ
れる財源

地方譲与税等
国が徴収した特定の税目の税収を一定の基
準により譲与される財源など

その他 土地・建物貸付収入、前年度の繰越金など

支
出

公債費 借入金の返済にかかる経費

人件費 職員の給料、議員報酬等など

扶助費
高齢者・児童・心身障がい者などに行って
いる様々な支援に要する経費

普通建設事業費
道路・学校などの公共施設の新増設事業を
行う経費など

補助金
各団体に対する助成金や一部事務組合への
負担金

物件費 賃金・旅費・需用費・役務費など

維持補修費 道路や河川などの維持的な経費

その他 特別会計への繰出金や基金への積立金など

特別会計 予算金額等

国民健康保険事業特別会計 12 億 6,522 万 5 千円

後期高齢者医療特別会計 1 億 7,068 万 7 千円

介護保険事業特別会計 10 億 8,995 万 8 千円

介護サービス事業特別会計 6,998 万 9 千円

簡易水道事業特別会計 3 億 2,563 万 4 千円

営農用水道等事業特別会計 1,569 万 7 千円

公共下水道事業特別会計 3 億 8,509 万 2 千円

漁業集落排水事業特別会計 3,678 万 6 千円

風力発電事業特別会計 4,629 万 6 千円

企業会計 予算金額等

病院事業会計
収益的収支 12 億 3,241 万 9 千円

資本的支出 1,693 万 3 千円

85
643 5

13.5
11 5,021 8

11.4
9 6,932 9

9.3
7 9,349 7

5.9
5 81 7

4.3
3 5,614 4

8.3
7 1,100

4.0
3 3,992 4

2.0
1 6,706 1

3.5
3 1 2

1.7
1 4,845 7

55.8
47 4,233 8

17.8
15 1,669 4

7.6
6 4,072 9

18.2
15 4,598 2

11.7
9 9,753 7

3.9
3 3,400 8

15.9
13 5,193 8

38.9
15.9
45.2

21.8
78.2

下段：データ有

上段：アウトライン

85
  643 5

5.3
4 4,718 5
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学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
「
学
び
や
ス
ポ
ー
ツ
が

　
　
　
　

楽
し
め
る
ま
ち
」
を
基
本
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

第
１
回
せ
た
な
町
議
会
定
例
会
で
小
板
橋
教
育
長
が
示
し
た
、
せ
た
な
の
教
育
の
目
指
す
姿
と
取
組
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◎
学
校
経
営

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
中
心
と
な

る
学
校
、
子
育
て
の
基
盤
と
な
る
家

庭
、
人
間
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け

る
場
と
な
る
地
域
が
、
互
い
に
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
外
部
の
声
を
学

校
運
営
に
積
極
的
に
反
映
し
、
地
域

と
協
働
し
て
子
ど
も
た
ち
を
育
む
、

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
が
推

進
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
・
中
学
校
の
連
携

も
継
続
し
て
進
め
ま
す
。

教
職
員
の
健
康
保
持
増
進
の
た
め

の
「
働
き
方
改
革
」
推
進
に
よ
り
、

文
部
科
学
省
で
も
令
和
５
年
度
以
降
、

部
活
動
に
お
け
る
地
域
の
人
材
等
を

活
か
し
た
段
階
的
な
地
域
移
行
が
検

討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の

実
態
を
鑑
み
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

◎
教
育
課
程

小
中
学
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
、「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か

な
心
」、「
健
や
か
な
体
」
を
育
む
教

育
課
程
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
編
成
す
る

と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
学
力
・

体
力
向
上
に
向
け
た
取
組
、
本
町
が

有
す
る
豊
か
な
自
然
・
歴
史
・
文
化

を
学
ぶ
ふ
る
さ
と
教
育
や
職
場
体
験

な
ど
を
通
し
て
自
分
の
生
き
方
や
進

路
を
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進

し
ま
す
。

ま
た
、
外
国
語
活
動
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
が
世
界

学
校
教
育
の
推
進

や
地
域
社
会
に
目
を
向
け
、
向
き
合

い
、
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
よ
り
よ
い
社
会
を
創
り
出
す
「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

◎
学
習
指
導

「
確
か
な
学
力
の
向
上
と
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力

の
育
成
」
で
は
、
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
確
か
な
学
力
を
向
上
さ
せ
、
将

来
に
わ
た
り
「
学
び
あ
う
力
」
を
定

着
さ
せ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の

育
成
を
図
る
た
め
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
各
学
校
に
整
備

し
た
１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
学
習
者
用
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
実
証
事
業
に
も
参
加
す
る

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
に

興
味
を
持
ち
、
楽
し
さ
を
感
じ
な
が

ら
基
礎
学
力
を
確
実
に
身
に
つ
け
る

た
め
の
学
習
環
境
の
整
備
に
努
め
る

と
と
も
に
、
家
庭
学
習
を
含
め
た
望

ま
し
い
生
活
習
慣
の
定
着
と
授
業
改

善
を
学
力
向
上
の
両
輪
と
し
、
学
校

・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
材
を
含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
引
き
続

き
実
施
し
、
論
理
的
思
考
力
や
創
造

性
、
問
題
解
決
能
力
の
育
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

北
檜
山
小
学
校
で
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
今
金
小
学
校
と
連
携
し
た
授

業
改
善
推
進
チ
ー
ム
活
用
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
、
最
終
年
度
の
今
年

は
、
そ
の
成
果
を
基
に
各
学
校
の
授

業
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

外
国
語
教
育
は
、
児
童
生
徒
の
英

語
力
の
よ
り
一
層
の
充
実
と
向
上
を

図
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手
や
英

語
指
導
助
手
を
全
て
の
小
中
学
校
に

派
遣
し
ま
す
。

◎
総
合
的
な
学
習
の
時
間

身
近
な
自
然
環
境
や
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
、
地
域

人
材
を
活
用
し
た
体
験
活
動
、
外
国

語
指
導
助
手
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

た
異
文
化
交
流
等
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
国
内
外
で
２
０
５
０
年
ま

で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目

指
す
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
内
に
あ
る
風
力
発
電
施
設
を

積
極
的
に
活
用
し
た
学
習
の
場
を
提

供
し
ま
す
。

◎
道
徳
教
育

北
海
道
版
道
徳
教
材
「
き
た
も
の

が
た
り
」
を
道
徳
の
授
業
に
活
用
し
、

旧
瀬
棚
町
で
開
業
し
地
域
に
貢
献
し

た
荻
野
吟
子
女
史
の
信
念
を
貫
い
た

力
強
く
魅
力
的
な
生
き
方
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
思

い
や
り
の
心
な
ど
豊
か
な
心
を
育
む

た
め
の
道
徳
教
育
の
充
実
に
努
め
ま

す
。ま

た
、「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」

に
向
け
て
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を

中
心
に
学
校
全
体
と
し
て
授
業
改
善

と
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
参
観

日
等
で
道
徳
の
授
業
を
公
開
し
ま
す
。

◎
生
徒
指
導

管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、

全
教
職
員
に
よ
る
生
徒
指
導
体
制
と

組
織
的
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、

保
護
者
や
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
へ
の
取
組

は
、
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

教
育
相
談
、
家
庭
訪
問
な
ど
を
実
施

し
、
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
に
関
わ
る
現
状
や
問
題
点

な
ど
を
真
摯
に
捉
え
て
、
小
中
学
校
、

保
護
者
や
関
係
機
関
等
と
連
携
の
下

に
迅
速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
罹
患
は
誰
に
で
も
生
じ
う
る
も
の

で
あ
り
、
感
染
者
や
そ
の
家
族
、
勤

務
先
等
に
対
す
る
差
別
的
な
取
扱
い

や
誹
謗
中
傷
は
、
体
調
不
良
等
の
受

診
の
遅
れ
や
検
査
回
避
な
ど
に
も
つ

な
が
り
、
結
果
と
し
て
感
染
防
止
策

に
支
障
を
生
じ
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
適
切
な
知
識
を
も
と
に
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
指
導
を
行
い
、
こ
の

よ
う
な
差
別
や
偏
見
が
生
じ
な
い
よ

う
に
十
分
配
慮
し
ま
す
。

ま
た
「
ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
学
校
等
に
派
遣
し
、
不
登
校
等
の

課
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
や
、
そ
の

保
護
者
及
び
教
職
員
に
対
す
る
心
の

ケ
ア
、
指
導
・
助
言
等
の
支
援
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
持
率
が
増

加
し
て
お
り
、
家
庭
等
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
も
普
及
し
て
い
る
こ
と

　ふるさとの未来を創る、せたなを愛し、
潤いと活力ある人間性豊かな人を育むため
に、本町の環境を生かし、地域社会の連携
による、各種教育施策の推進に取り組みま
す

令和４年度　教育行政執行方針
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か
ら
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
等
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、

危
険
性
を
子
ど
も
た
ち
に
指
導
す
る

と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
が
示
し
た

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
等
の

使
用
に
関
す
る
「
基
本
的
な
ル
ー
ル
」

を
基
に
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り

を
進
め
る
な
ど
、
保
護
者
へ
の
啓
発

に
努
め
ま
す
。

◎
健
康
・
安
全
教
育

学
校
で
は
、
運
動
の
楽
し
さ
や
喜

び
を
実
感
さ
せ
、
積
極
的
に
運
動
に

取
り
組
む
意
欲
や
態
度
を
育
て
る
取

組
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
は
、
実
生
活
に
即
し
た
肥
満
防
止
、

体
力
増
強
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

に
係
る
適
正
な
管
理
が
図
ら
れ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

食
育
で
は
、
学
校
で
の
給
食
指
導
、

学
校
栄
養
教
諭
に
よ
る
食
に
関
す
る

指
導
や
、
家
庭
へ
の
啓
蒙
・
連
携
な

ど
を
通
し
て
食
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着
を
図

る
と
と
も
に
、
全
て
の
食
材
を
せ
た

な
産
で
賄
う
給
食
の
日
を
設
定
し
、

積
極
的
に
地
場
産
物
を
利
用
し
た
給

食
の
提
供
を
す
る
な
ど
、
食
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
醸
成
す
る
指
導
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

安
全
教
育
で
は
、
不
審
者
、
交
通

事
故
な
ど
か
ら
児
童
生
徒
が
主
体
的

に
安
全
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
警
察
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

交
通
安
全
教
室
な
ど
各
種
教
室
を
開

催
し
、
危
機
対
応
能
力
な
ど
を
身
に

つ
け
る
安
全
指
導
の
充
実
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
防
災
教
育
と
し
て
関
係
機

関
と
連
携
し
た
「
一
日
防
災
学
校
」

を
充
実
さ
せ
、
児
童
生
徒
の
防
災
意

識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◎
特
別
支
援
教
育
の
充
実

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
へ
の
特
別
支
援
教
育
は
と
て
も

重
要
な
も
の
で
あ
り
、
保
育
所
・
認

定
こ
ど
も
園
、
小
中
高
等
学
校
、
せ

た
な
町
教
育
支
援
委
員
会
や
せ
た
な

町
特
別
支
援
教
育
連
携
協
議
会
な
ど

の
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
に
、
児

童
生
徒
の
適
切
な
支
援
・
指
導
に
取

り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
・

学
習
支
援
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導

に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
幼
児
教
育

認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
と
連
携

し
、
園
児
一
人
一
人
の
発
達
段
階
や

特
性
を
踏
ま
え
、
自
発
的
な
遊
び
や

豊
か
な
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
中

で
、
健
康
な
体
や
自
立
心
、
協
調
性
、

人
と
関
わ
る
力
が
身
に
つ
く
よ
う
教

育
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所

か
ら
小
学
校
へ
の
学
び
の
連
続
性
を

維
持
す
る
た
め
、
小
学
校
体
験
入
学

や
交
流
学
習
を
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
年
間
指
導
計
画
に
位
置

づ
け
る
な
ど
、
幼
児
教
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

◎
教
職
員
の
資
質
向
上

教
職
員
一
人
一
人
の
資
質
能
力
を

高
め
る
指
導
を
充
実
さ
せ
、
教
育
公

務
員
と
し
て
の
誇
り
と
生
き
が
い
を

持
つ
教
員
を
養
成
す
る
た
め
、
町
教

育
研
究
会
等
の
活
動
の
充
実
や
各
種

研
修
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
進

し
ま
す
。

ま
た
、
教
職
員
が
不
祥
事
に
よ
っ

て
地
域
社
会
か
ら
の
尊
敬
・
信
頼
を

失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
教
育
公
務
員

と
し
て
の
自
覚
を
促
す
と
と
も
に
、

体
罰
や
交
通
違
反
等
の
不
祥
事
防
止
、

法
令
遵
守
に
よ
る
服
務
規
律
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。

◎
教
育
環
境
の
整
備

改
修
工
事
と
し
て
、
北
檜
山
小
学

校
遊
具
更
新
工
事
及
び
瀬
棚
中
学
校

体
育
館
外
壁
等
改
修
工
事
を
、
ま
た

備
品
購
入
と
し
て
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
お
か
ず
調
理
ラ
イ
ン
機
材
購
入
事

業
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
緊
急
性
や
重
要
性
を

考
慮
し
な
が
ら
安
全
な
教
育
施
設
の

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
に
お
け
る
修
学
旅

行
の
保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
、
利

用
す
る
貸
切
バ
ス
の
全
額
を
支
援
す

る
「
修
学
旅
行
貸
切
バ
ス
支
援
補
助

事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進

◎
乳
幼
児
教
育

核
家
族
化
や
少
子
化
が
進
行
す
る

な
か
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
整
え
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
と
連
携
し
、
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や

研
修
を
充
実
さ
せ
、
体
制
の
整
備
に

努
め
ま
す
。

◎
青
少
年
教
育

子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
通
じ
て
、
連
帯
感
・
協
調
性
・
社

会
適
応
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目

的
に
『
自
然
体
験
事
業
』
や
『
ふ
る

さ
と
学
習
』
を
実
施
す
る
ほ
か
、
地

域
人
材
と
協
力
し
た
学
校
運
営
を
支

援
し
ま
す
。

◎
成
人
教
育

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習

機
会
の
提
供
や
、
気
軽
に
参
加
で
き

る
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
成
人
式
の
開
催
は
、
４
月

の
民
法
改
正
で
成
人
年
齢
が
引
き
下

げ
さ
れ
ま
す
が
、
せ
た
な
町
で
は
名

称
を
変
更
し
、
対
象
年
齢
を
従
来
ど

お
り
20
歳
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
の
教
育
力
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
支

援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
進
め

ま
す
。

◎
高
齢
者
教
育

高
齢
者
が
健
康
で
元
気
に
生
き
が

い
を
持
っ
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
『
高

齢
者
大
学
』
を
中
心
と
し
て
、
多
様

な
学
習
機
会
の
提
供
や
異
世
代
交
流

事
業
並
び
に
学
習
活
動
の
支
援
充
実

に
努
め
ま
す
。

◎
読
書
活
動
の
推
進

最
終
年
度
と
な
る
「
せ
た
な
町
子

ど
も
の
読
書
推
進
計
画
」
は
、
新
た

に
令
和
５
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
の

５
か
年
計
画
を
策
定
し
、
幼
児
期
か

ら
の
読
書
活
動
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
各
学
校
に
学
校
図
書
室
支
援

員
を
派
遣
し
、
学
校
図
書
室
の
環
境

を
充
実
さ
せ
、
読
書
習
慣
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
各
図
書
施
設
は
、
蔵
書
資

料
の
充
実
、
読
書
活
動
の
推
進
を
図

り
、
町
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
施
設

と
し
て
よ
り
良
い
運
営
に
努
め
ま
す
。

◎
芸
術
・
文
化

町
民
が
心
豊
か
に
、
よ
り
創
造
的

で
文
化
的
な
生
活
が
営
め
る
よ
う
文

化
講
演
会
、
芸
術
鑑
賞
機
会
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
日
常
的
な
文
化
活

動
を
促
進
す
る
た
め
、
文
化
団
体
や

サ
ー
ク
ル
な
ど
と
連
携
し
た
文
化
祭

開
催
の
ほ
か
、
芸
術
鑑
賞
事
業
実
行

委
員
会
や
郷
土
芸
能
団
体
等
へ
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
誰
も
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

本
町
の
貴
重
な
文
化
財
や
郷
土
資

料
は
、
学
芸
員
に
よ
る
適
正
な
保
護

・
保
存
に
努
め
る
と
と
も
に
、
定
期

的
な
展
示
会
や
資
料
を
活
用
し
た
各

種
事
業
を
開
催
し
、
文
化
財
の
公
開

と
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

健
康
づ
く
り
を
目
的
に
し
た
包
括

連
携
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、
町
民

一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
の
基
礎

を
培
う
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
実
感
で
き
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
北
海
道
の
プ
ロ
チ
ー
ム
や
プ
ロ
選

手
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
事

業
を
実
施
し
、
体
力
・
技
術
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

町
民
プ
ー
ル
は
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
と
し

た
、
各
種
水
泳
教
室
や
水
中
歩
行
講

座
を
実
施
す
る
な
ど
、
プ
ー
ル
施
設

の
利
用
拡
大
に
向
け
た
事
業
を
進
め

ま
す
。

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

ク
ラ
ブ
や
指
導
者
会
と
連
携
し
海
洋

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も

に
、「
水
に
賢
い
子
ど
も
を
育
む
年
間

型
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
、

地
域
の
身
近
な
教
育
資
源
を
活
用
し

た
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進
や
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た
着
衣
泳
の
実
施
な

ど
「
水
辺
の
安
全
」
に
関
す
る
学
習

機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

◎
社
会
教
育
・
社
会
体
育
施
設
の

整
備Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
船
乗

り
場
改
修
工
事
を
予
定
し
ま
す
。

施
設
の
管
理
運
営
は
、
町
民
の
生

涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
な

活
動
拠
点
と
し
て
、
緊
急
性
や
重
要

性
を
考
慮
し
な
が
ら
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

令和４年度　教育行政執行方針
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収入

支出

自主財源  53 万円

給料 23万円
町税（町民税・固定資産税・軽自動車税など）

食費 55万円

職員給料、議員報酬、手当などの
人件費

家族の医療費 24万円

医療費助成、障がいのある方への支援などの扶助費

貯金 10万円
基金への積立金

借金の返済 43万円

公債費（町債の返済費用）

車や家財の修理代 11万円

公共施設の維持補修費

子どもへの仕送り 35万円
国民健康保険や簡易水道、
公共下水道など他会計への繰出金

家の増改築費 56万円

道路や河川の整備
公営住宅建設などの公共事業費

光熱水費など 116万円

消耗品や光熱水費などの物件費
補助金や負担金などの補助費

親からの仕送り 260万円
国からの地方交付税、地方譲与税、補助金など

貯金の取り崩し 6万円
基金からの繰入金

前年度からの
繰り越し 4万円
前年度繰越金

借金 37万円
町債（国や銀行などから複数年に渡って借りるお金） パート収入 20万円

施設の使用料や手数料、財産収入など

依存財源 297 万円

義務的経費 122 万円

その他経費 228 万円

子どもへの仕送り 35万円
国民健康保険や簡易水道、
公共下水道など他会計への繰出金

光熱水費など 116万円

消耗品や光熱水費などの物件費
補助金や負担金などの補助費

車や家財の修理代 11万円

公共施設の維持補修費

◉健全化判断比率

　実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公

債費比率及び将来負担

比率の四つの財政指標

の総称です。

◉実質赤字比率

　せたな町の普通会計

を対象とした実質赤字

額の標準財政規模に対

する比率です。

◉連結実質赤字比率

　公営企業会計を含む

せたな町の全会計を対

象とした実質赤字額又

は資金の不足額の標準

財政規模に対する比率

です。

◉実質公債費比率

　せたな町の全会計及

び一部事務組合（北部

桧山衛生センター組合

など）が負担する元利

償還金及び準元利償還

金の標準財政規模を基

本とした額に対する比

率です。

◉将来負担比率

　せたな町の全会計、

一部事務組合、第三セ

クター（温泉ホテルき

たひやま）が将来負担

すべき実質的な負債の

標準財政規模に対する

比率です。

◉標準財政規模

　標準的な税収入額と

地方道路譲与税などの

交付金に地方交付税を

加えた額で、標準的な

行政サービスを行うた

めの一般財源の規模を

示す金額です。

◉資金不足比率

　せたな町の特別会計

である病院事業や簡易

水道事業などの各公営

企業の営業収益（料金

収入など）と事業規模

とを比較した比率で、

経営状況の深刻度を表

す指標です。

健全化判断基準
　令和２年度決算に基づくせたな町の「健全化判断比率」及び「資金不足比率」は、

事務事業の見直しや起債の繰上償還などの取り組みにより、実質公債費比率は 8.8％、

将来負担比率は 0％と合併当時の比率から大幅に改善されております。

総務省のホームページには全国版の健全化判断比率等（確報値）が掲載されています。

（令和 3 年 11 月 30 日報道資料）

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01zaisei07_02000311.html

せたな町の財政を年収 350 万円の家庭に例えてみました

公営企業資金不足比率 区分 資金不足額・剰余金 資金不足比率

病院事業 法適用 9 億 5,398 万円 ー

簡易水道事業

法非適用

449 万円 ー

公共下水道事業 123 万円 ー

漁業集落排水事業 10 万円 ー

風力発電事業 290 万円 ー

経営健全化基準

20.00％

※法とは…「地方公営企業法」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑不足額が無いため

率はありません

用 語 明説

健全化判断比率 Ｒ１年度 Ｒ２年度 増減

実質赤字比率 － － －

連結実質赤字比率 　－ 　－ 　　－

実質公債費比率 8.8％ 8.8％ 0.0％

将来負担比率 － － －

早期健全化基準 財政再生基準

14.60％ 20.00％

19.60％ 30.00％

25.00％ 35.00％

350.00％
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 歳入
　　　前年度に比べ 7 億 7,603 万円の増

　歳入の決算額は 100 億 1,443 万円で、前年度比 8.4％、7 億

7,603 万円の増額となりました。

　　　歳入の 85,0％は「依存財源」

　歳入に占める「依存財源」の割合は 85.0％（前年度比

10.6％増）となっています。「地方交付税」は50億4,650万円で、

前年度に比べ 9,966 万円の増となりました。

　「国庫支出金」は 12 億 7,582 万円の増となる 16 億 9,390 万

円で、これは新型コロナウイルス感染症関連の各種補助金な

どの増額によるものです。

　「町債」は 2 億 3,744 万円の増となる 10 億 6,064 万円。「依

存財源」全体では前年度に比べ 16 億 3,124 万円の増額となり

ました。

　　　「自主財源」は、8 億 5,521 万円の減

　「依存財源」に対し「自主財源」は、15 億 107 万円で前年

度から 8 億 5,521 万円の減額となりました。

　「繰入金」は前年度から 7 億 5,025 万円の減で、これは基金

繰入金の減額によるものです。

 歳出
　　　前年度に比べて全体で 7 億 1,561 万円の増

　歳出の決算額は 97 億 2,693 万円で、前年度比 7.9％、7 億

1,561 万円の増額となりました。

　　「義務的経費」が全体の 34.8％を占める

　借入金返済の「公債費」が前年度に比べ 4,103 万円の減、

議員報酬や職員給与費である「人件費」は会計年度任用職員

制度の開始により、臨時職員賃金（物件費）から給料や報酬（人

件費）に変更となったことにより 2 億 4,968 万円の増、国の

法律などに基づいて支出する「扶助費」は 5,602 万円の減と

なり、これらの「義務的経費」は歳出全体の 34.8％（前年度

比 1.1％減）となっています。

　　　「その他の経費」は 3 億 6,952 万円の増

　「その他の経費」では、産業振興、福祉・医療などを充実

させる助成金や一部事務組合（消防・衛生センター）への負

担金、新型コロナウイルス感染症関連の各種補助金などの「補

助費」6 億 8,509 万円の増、「積立金」は生活交通確保対策基

金の積立などにより 2 億 9,232 万円となり、「その他の経費」

総額で 3 億 6,952 万円の増となりました。

　　　「投資的経費」は本庁舎長寿命化改修工事などで増

　「投資的経費」の普通建設事業費では、本庁舎長寿命化改

修工事や防災行政無線デジタル化整備工事などの大型事業に

より前年度に比べ 1 億 7,894 万円の増となりました。

区　分 金　額 構成比

依存財源 85 億 1,336 万円 85.0％

地方譲与税等 3 億 3,538 万円 3.3％

地方交付税 50 億 4,650 万円 50.4％

国庫支出金 16 億 9,390 万円 16.9％

道支出金 3 億 7,694 万円 3.8％

町債 10 億 6,064 万円 10.6％

自主財源 15 億   107 万円 15.0％

町税 6 億 5,680 万円 6.6％

分担金・負担金 1 億 3,611 万円 1.4％

使用料・手数料 1 億 8,375 万円 1.8％

財産収入 6,413 万円 0.6％

寄附金 1 億 4,987 万円 1.5％

繰入金 1 億 6,091 万円 1.6％

繰越金 1 億    83 万円 1.0％

諸収入 4,867 万円 0.5％

合　　　計 100 億 1,443 万円 100％

区　分 金　額 構成比

義務的経費 33 億 8,673 万円 34.8％

公債費 11 億 9,658 万円 12.3％

人件費 15 億 2,697 万円 15.7％

扶助費 6 億 6,318 万円 6.8％

その他の経費 47 億 8,443 万円 49.3％

補助金 22 億 7,171 万円 23.4％

繰出金 9 億 5,974 万円 9.9％

物件費 9 億 4,313 万円 9.7％

積立金 2 億 9,232 万円 3.0％

維持補修費 3 億   711 万円 3.2％

貸付金・出資金 1,042 万円 0.1％

投資的経費 15 億 5,577 万円 15.9％

普通建設事業費 15 億 4,125 万円 15.8％

災害復旧事業費 1,452 万円 0.1％

合　　　計 97 億 2,693 万円 100％

Point

※「普通会計」という区分は、毎年総務省が全国の自治体を対象
に行う地方財政状況調査（通称「決算統計」）の会計区分です。
会計の構成や範囲は各自治体によってさまざまで財政比較や統一
的な掌握が難しいため、統計上このような統一的区分が設けられ
ています。

令和２年度せたな町の決算概要
　令和２年度の「普通会計」の決算がまとまりましたのでお知らせします。
　平成 20 年４月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）が施行され、地方公共団体
は毎年度、実質的な赤字や、外郭団体を含めた実質的な将来負担などを表す指標（健全化判断比率）と、公営
企業ごとの資金不足額を表す指標（資金不足比率）を議会に報告し、公表をしています。

Point

Point

Point

Point

Point

Point
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広報せたな　令和４年５月号

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
せ

た
な
警
察
署
か
ら
新
一
年

生
に
記
念
品
贈
呈

４
月
４
日
（
月
）、
北
檜
山
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
と
せ
た
な
警
察
署
の
連
名
で
新
入
学

児
童
へ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
北
檜
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

小
山
英
人
会
長
か
ら
文
房
具
と
交
通
安
全

グ
ッ
ズ
の
セ
ッ
ト
が
小
板
橋
教
育
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
各
小
学
校
へ
届
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
教
育
長
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
念
品
は
、
４
月
６
日
（
水
）
に
行

わ
れ
た
町
内
各
小
学
校
の
入
学
式
で
新
入
学

児
童
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
４
日
（
月
）、
株
式
会
社
高
橋
建
設

せ
た
な
本
店
（
専
務
取
締
役
本
店
長

坂
下

正
治
氏
）
か
ら
新
入
学
児
童
へ
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
、
高
橋
建
設
が
社
会
貢
献
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
で
、
文

房
具
と
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
、
コ
ロ
ナ
対
策
用

の
マ
ス
ク
の
セ
ッ
ト
が
小
板
橋
教
育
長
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
念
品
は
、
４
月
６
日
（
水
）
に
行

わ
れ
た
町
内
各
小
学
校
の
入
学
式
で
新
入
学

児
童
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

（
株
）
高
橋
建
設
か
ら
新

一
年
生
に
記
念
品
の
贈
呈

３
月
28
日
（
月
）、役
場
応
接
室
に
お
い
て
、

農
林
水
産
祭
参
加
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事

賞
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
大
日
本
山
林
会
会

長
賞
を
受
賞
し
た
北
檜
山
区
の
新
家
子
幸
夫

さ
ん
に
檜
山
振
興
局

佐
々
木
地
域
産
業
担

当
部
長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
家
子
さ
ん
が
多
忙
な
農
作
業

の
合
間
に
森
林
整
備
を
進
め
、
丁
寧
か
つ
低

コ
ス
ト
な
森
林
施
業
を
実
践
し
て
い
る
こ
と

や
町
内
小
学
生
に
森
林
教
室
等
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
の
森
林
へ
の
関
心
を
高
め
、
将
来

的
な
担
い
手
を
育
成
し
て
い
る
こ
と
、
北
海

道
指
導
林
家
と
し
て
地
域
の
林
業
に
尽
力
し

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

新
家
子
幸
夫
さ
ん
が
林
業

経
営
で
表
彰

４
月
13
日
（
水
）、役
場
応
接
室
に
お
い
て
、

株
式
会
社
高
橋
建
設
せ
た
な
本
店

専
務
取

締
役
本
店
長

坂
下
正
治
氏
か
ら
せ
た
な
町

へ
１
０
０
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
社
が
日
ご
ろ
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
し

て
、
教
育
関
連
の
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
坂
下
本
店

長
か
ら
高
橋
町
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
高

橋
町
長
か
ら
坂
下
本
店
長
へ
感
謝
の
気
持
ち

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

寄
附
金
は
、
せ
た
な
町
の
教
育
振
興
の
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

（
株
）
高
橋
建
設
か
ら
寄

附
金
が
あ
り
ま
し
た
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せ
た
な
に
っ
き３

月
町
議
会
定
例
会
で
行
っ

た
、

せ
た
な
町
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
表
明
に
対
し
、
国

内
６
１
３
番
目
の
地
方
公
共
団

体
と
し
て
認
め
ら
れ
、
環
境
大

臣
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま

し
た
。

３
月
24
日
（
木
）、
北
斗
市
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
新

函
館
農
業
協
同
組
合
・
北
檜
山

町
農
業
協
同
組
合
合
併
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
農
協
は
、
合
併
に
向
け
て
、

事
務
所
の
配
置
や
財
務
、
職
員

等
の
引
継
ぎ
事
項
を
確
認
し
、

高
橋
町
長
は
、
檜
山
振
興
局
長

な
ど
４
人
と
と
も
に
合
併
契
約

書
の
調
印
に
立
ち
会
い
、
署
名

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
２
０
２
３
年
２

月
１
日
に
両
農
協
は
合
併
し
、

新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
す
。

平
川
賢
一
さ
ん
が
北
海
道
指
導
農
業
士
に

本
井
貴
志
さ
ん
が
北
海
道
農
業
士
に
認
定

３
月
25
日
（
金
）、
せ
た
な
町
役
場
応
接

室
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
北
海
道
指
導
農

業
士
・
北
海
道
農
業
士
称
号
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
高
橋
町
長
か
ら
北
檜
山
区
の
平
川
賢
一

さ
ん
に
北
海
道
指
導
農
業
士
の
認
定
書
が
北

檜
山
区
の
本
井
貴
志
さ
ん
に
北
海
道
農
業
士

の
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
経
営
実
績
が
優
れ
、
担
い
手
の

育
成
に
強
い
熱
意
と
指
導
性
が
あ
り
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

農
業
者
を
指
導
農
業
士
と
し
て
、
地
域
農
業

の
中
核
的
な
担
い
手
と
し
て
今
後
よ
り
一
層

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
農
業
者
を
農
業
士
と
し

て
北
海
道
知
事
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

平
川
さ
ん
は
、
地
域
酪
農
の
た
め
、
乳
質

改
善
指
導
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
、

地
元
高
校
で
の
出
前
授
業
や
講
演
、
牧
場
見

学
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
に
よ
り
、
酪
農

業
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
る
こ
と
や
農

業
学
生
を
受
け
入
れ
、
搾
乳
や
飼
養
管
理
を

指
導
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
も
交
流
を
続
け

る
な
ど
、
担
い
手
の
育
成
・
定
着
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

本
井
さ
ん
は
、
地
域
農
業
の
将
来
を
見
据

え
、
水
稲
の
有
機
栽
培
で
高
付
加
価
値
化
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
イ
ベ
ン

ト
で
の
販
売
活
動
に
参
加
し
、
せ
た
な
産
農

産
物
を
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
こ
と
や
地

元
小
学
生
に
田
植
え
や
収
穫
体
験
な
ど
食
育

の
推
進
や
将
来
の
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
認
定
さ
れ
た
２
人
の
抱
負
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

◆
平
川

賢
一
さ
ん

せ
た
な
町
の
農
家
人
口
の
減
少
と
高
齢
化

は
著
し
く
、
地
域
の
農
業
振
興
を
図
る
た
め

に
も
新
規
就
農
者
の
受
入
・
育
成
は
喫
緊
の

課
題
と
考
え
て
お
り
、
後
輩
に
自
身
の
経
験

や
知
識
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
た
い
。

◆
本
井

貴
志
さ
ん

地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
の
た
め
、
高
齢

化
に
よ
る
人
材
不
足
の
解
消
、
農
作
業
の
省

力
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
地
域
農
業
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
。

３
月
～
４
月
（
近
況
報
告
）

新
函
館
農
協
と
北
檜
山
町
農
協
が
合
併
契
約

６
１
３
番
目
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

本井貴志さん平川賢一さん
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広報せたな　令和４年５月号

せ
た
な
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

誰
も
が
、
あ
る
日
突
然
犯
罪
等
に
巻

き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

  

犯
罪
等
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
と
そ

の
家
族
や
遺
族
は
、
犯
罪
等
に
よ
る
被

害
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後

の
周
囲
と
の
関
わ
り
の
中
で
精
神
的
、

経
済
的
な
負
担
な
ど
様
々
な
問
題
に
直

面
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
で
は
犯
罪
被
害
者
等

の
支
援
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
せ
た
な
町
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
」
を
制
定
し
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
負
担
が
少

し
で
も
軽
減
さ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
適
切
な
対
応
と
寄
り
添
っ
た

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
、
事
業
者
、
関
係
機
関
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
主
な
支
援
内
容
に
つ
い
て

☆
見
舞
金
の
支
給

犯
罪
行
為
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
ま
た
は
傷
害
を
負
っ
た
方
に
対
し
、
経
済

的
な
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
申
請
に
基
づ
き
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

種

類

金

額

対

象

者

遺
族
見
舞
金

30
万
円

犯
罪
行
為
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族

傷
害
見
舞
金

10
万
円

犯
罪
行
為
に
よ
り
傷
害
（
療
養
に
要
す
る
期
間
が
１

月
以
上
で
あ
る
と
医
師
に
よ
り
診
断
さ
れ
た
も
の
）

を
負
わ
れ
た
方

※
令
和
４
年
４
月
１
日
（
条
例
施
行
の
日
）
以
後
に
お
い
て
行
わ
れ
た
犯
罪
行
為
に
よ
る
被
害
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
時
に
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
他
支
給
に
つ

い
て
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

☆
そ
の
他
の
支
援

日
常
生
活
の
支
援
、
居
住
安
定
の
た
め
の
支
援
、
安
全
の
確
保
、
町
民
等
及
び
事
業
者
の

理
解
の
増
進
な
ど
を
行
い
ま
す
。

☆
相
談
及
び
情
報
の
提
供

総
合
的
窓
口
を
設
置
し
、
犯
罪
被
害
者
等
が
直
面
し
て
い
る
各
般
の
問
題
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
情
報
提
供
及
び
関
係
機
関
等
へ
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。

【
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
総
合
窓
口
】

●
場
所
／
せ
た
な
町
役
場
総
務
課
地
域
生
活
係

●
受
付
時
間
／
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

☎
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

～
犯
罪
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

詳
し
く
は
、
総
務
課
地
域
生
活
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５月１日～９月 30 日まで実施ノーネクタイデーで省エネ対策

　役場ではエネルギー消費が増大する夏季にあわせ、
省エネルギー対策として「ノーネクタイデー」を実施
します。
　実施期間中の職員の服装については、暑さをしのぎ
やすい、ネクタイ着用のない省エネ服装としておりま
すのでご理解願います。
　また、期間中役場で行われる会議へ出席される皆さ
んにおかれましても軽装でご出席ください。

担当：総務課総務係   ☎ 0137-84-5111
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ネ
コ
や
犬

正
し
い
飼
い
方
で
楽
し
い
ペ
ッ
ト
ラ
イ
フ
を
！

近
ご
ろ
、
ネ
コ
や
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト

を
飼
う
人
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
ペ
ッ
ト
の
遺
棄
や
虐
待
、
ご

近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
は
人
間
が
飼
う
動
物
で
あ
る

と
同
時
に
、
一
つ
の
独
立
し
た
動
物
で

も
あ
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
遺
棄
や
過
度

な
暴
力
、
心
理
的
に
強
い
抑
圧
を
か
け

る
事
は
も
ち
ろ
ん
、
無
視
や
劣
悪
な
環

境
に
放
置
し
た
り
、
健
康
管
理
を
怠
る

事
も
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

近
年
、
動
物
愛
護
管
理
法
の
改
正
に

よ
り
動
物
虐
待
を
行
え
ば
最
大
５
年
の

懲
役
、
ま
た
は
５
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
を
科
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
飼
い
主
は
ペ
ッ
ト
の
行
動
に

責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ペ
ッ
ト
が
他
人
に
損
害
を
与
え
た
場
合

は
、
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
に
あ
た
っ
て
は
、
自

分
の
身
体
状
況
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、

経
済
状
況
等
を
充
分
に
考
慮
し
、
一
つ

の
命
を
預
か
る
者
と
し
て
自
覚
と
責
任

を
持
っ
て
ペ
ッ
ト
と
共
に
歩
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
犬
の
飼
い
方
注
意
点

①
犬
の
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は

き
ち
ん
と
受
け
ま
し
ょ
う

②
定
期
的
な
散
歩
や
運
動
で
、
犬
の

ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
ま
し
ょ
う

③
散
歩
中
の
糞
尿
は
、
飼
い
主
が
責

任
を
持
っ
て
処
分
し
ま
し
ょ
う

④
不
意
の
妊
娠
を
避
け
る
た
め
、
子

犬
が
必
要
で
無
い
場
合
は
、
避
妊

手
術
を
し
ま
し
ょ
う

⑤
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
て
は

い
け
ま
せ
ん

⑥
室
内
で
飼
う
場
合
に
は
容
易
に
外

へ
出
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
⑦
屋
外
で
飼
う
と
き
は
檻
や
囲
い
、
又

は
固
定
し
た
物
に
丈
夫
な
鎖
等
で

繋
ぎ
ま
し
ょ
う

⑧
鎖
等
で
繋
ぐ
場
合
は
、
面
し
た
道

を
通
行
す
る
者
に
接
触
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

⑨
け
い
留
用
の
器
具
の
破
損
や
劣
化

の
状
況
を
常
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

⑩
無
駄
吠
え
や
他
人
、
他
の
犬
を
か

ま
な
い
よ
う
に
き
ち
ん
と
し
つ
け

を
し
ま
し
ょ
う
。
被
害
を
与
え
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
加
害
届
を
提
出

し
ま
し
ょ
う

⑪
ま
た
、
犬
に
危
害
を
加
え
ら
れ
た

と
き
は
、
被
害
届
を
提
出
し
ま
し
ょ

う

■
ペ
ッ
ト
の
一
生
を
見
届
け
る

の
は
飼
い
主
の
義
務

ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
命
を
預
か
る

こ
と
で
す
。

寂
し
い
か
ら
、
可
愛
い
か
ら
、
か
わ

い
そ
う
と
い
う
気
持
ち
で
、
ペ
ッ
ト
を

飼
う
気
持
ち
も
大
変
分
か
り
ま
す
が
、

一
つ
の
命
を
預
か
る
者
と
し
て
ペ
ッ
ト

に
充
分
な
自
覚
と
愛
情
を
持
っ
て
く
だ

さ
い
。

ペ
ッ
ト
の
命
は
一
般
的
に
人
間
よ
り

短
い
の
で
す
。

そ
の
一
生
を
見
届
け
る
義
務
は
、
飼

い
主
の
貴
方
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ペ
ッ
ト
が
最
後
を
迎
え
る

と
き
、
ペ
ッ
ト
が
幸
せ
な
一
生
だ
っ
た

と
思
え
る
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
く
だ

さ
い
。

問
町
民
児
童
課
環
境
衛
生
係

☎
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
３（
直
通
）

瀬
棚
支
所
庶
務
係
（
環
境
衛
生
担
当
）

☎
０
１
３
７
・
８
７
・
３
３
１
１

大
成
支
所
庶
務
係
（
環
境
衛
生
担
当
）

☎
０
１
３
９
８
・
４
・
５
５
１
１

◇
ネ
コ
の
飼
い
方
注
意
点

①
ネ
コ
を
飼
う
と
き
は
、
室
内
で
飼

い
ま
し
ょ
う

②
外
は
猫
に
と
っ
て
危
険
が
い
っ
ぱ

い
で
す
、
ま
た
、
飼
い
主
の
見
え

な
い
所
で
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
、
外
に
は
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

③
ネ
コ
の
糞
尿
は
、
臭
い
な
ど
周
辺

の
環
境
を
悪
化
さ
せ
ま
す
、
屋
外

は
ペ
ッ
ト
の
ト
イ
レ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
ト
イ
レ
マ
ナ
ー
を
し
つ
け

ま
し
ょ
う

④
望
ま
な
い
妊
娠
を
避
け
る
た
め
、
室

内
飼
い
で
も
去
勢
・
不
妊
手
術
を

し
ま
し
ょ
う
、
ワ
ク
チ
ン
も
積
極

的
に
受
け
ま
し
ょ
う

⑤
ネ
コ
は
爪
を
研
ぐ
習
性
が
あ
る
の

で
、
家
具
が
破
損
し
な
い
よ
う
に

爪
と
ぎ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

⑥
電
源
コ
ー
ド
な
ど
を
か
じ
っ
て
、
感

電
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

コ
ー
ド
カ
バ
ー
等
の
措
置
を
し
ま

し
ょ
う

⑦
家
に
ネ
コ
を
残
し
た
ま
ま
、
長
期
間

外
出
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う

⑧
野
良
ネ
コ
に
餌
を
あ
げ
る
だ
け
で
、

そ
の
後
の
管
理
を
し
な
い
の
は
非

常
に
無
責
任
な
行
為
で
す
、
野
良

ネ
コ
の
む
や
み
な
餌
付
け
は
止
め

ま
し
ょ
う
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民生委員・児童委員からのお知らせ

心配事、悩みごとを
ひとりで抱えていませんか？

民生委員・児童委員は、あなたの身近な相談相手として、
その内容に応じて関係機関への「つなぎ役」になります。

ウクライナ避難民への緊急支援募金活動を実施！
　ウクライナから道内へ避難された方々への生活資金を支援するため、せたな町役場及び各支所に募
金箱を設置し、「ウクライナ避難民への緊急支援募金活動」を実施しております。
　町民皆さまのご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。
　なお、寄せられた募金につきましては、日本国際連合協会北海道本部を通じて、ウクライナから避
難してこられた方へ送られます。

◆募金箱設置場所
　・せたな町役場 1 階ロビー
　・せたな町役場 2 階総務課窓口
　・瀬棚支所正面玄関入り口
　・大成支所福祉係窓口

◆募金箱設置期限

 ５月 25 日（水）まで

「こんなとき民生委員児童委員へ」



15
Setana Public Relations
広報せたな　令和４年５月号

第 号

住所 せたな町北檜山区徳島６３番地１
氏名 せたな 太郎

令和 年 月 日
せ た な 町 長 印

障がい者温泉入浴カードについて
　令和４年度から、町内在住の各種障がい等をお持ちの方と、介助の
必要な場合は介助者（１名）について、町内の温泉浴場３施設を 210
円で利用できるカードを交付します。
　カードの交付には、登録届出が必要です。
　なお、「高齢者温泉入浴カード」と併用することはできませんので、
65 歳以上の方は「高齢者温泉入浴カード」をご利用ください。

◆対象者

① 障がいのある方（いずれかの手帳をお持ちの方）
　・身体障害者手帳（第 1 種）
　・療育手帳
　・精神障害者保健福祉手帳
② 指定難病医療受給者証をお持ちの方
③ ①または②に該当する方の入浴に同伴して介助する方（１名）

◆登録に必要なもの

⑴登録届出書（窓口に設置）
⑵障がいや指定難病医療受給を確認できるもの（各種手帳や医療受給者証など）

問い合わせ先
登録受付窓口

　本庁　保健福祉課障がい福祉係　　　　　　☎ 0137 ｰ 84 ｰ 5984（直通）
　瀬棚支所　福祉係　　　　　　　　　　　　☎ 0137 ｰ 87 ｰ 3311　
　大成支所　福祉係　　　　　　　　　　　　☎ 01398 ｰ 4 ｰ 5511

※詳しくは、下記にお気軽にお問い合わせください。

◎野山でヒグマに遭わないための基本的ルール

　〇単独行動を避け、複数で行動する

　〇鈴など音のでるものを鳴らす

　〇クマの足跡やフンを見つけたら、すぐ引き返す

　〇食べ物やゴミは持ち帰る

春 の ヒ グ マ 注 意 特 別 期 間

※　人里周辺などでヒグマを目撃したときは、役場にご連絡ください

　ヒグマによる人身被害は、特に春と秋に多く発生しています。

これは、春になると山菜採り、秋はキノコ採りなど、人間が山野に出かける機会が多い季節

であることに加え、ヒグマも春は冬眠明けのためにエサを求めてより活発に活動するた

め、人間とヒグマが遭遇する確率が高まることが要因と考えられています。

　   問 い 合 わ せ
　　目撃情報通報先

　本庁　水産林務課林務係　　　　　　　　　　　　　☎ 0137 ｰ 84 ｰ 5111
　瀬棚支所　産業建設係　　　　　　　　　　　　　　☎ 0137 ｰ 87 ｰ 3311
　大成支所　産業建設係　　　　　　　　　　　　　　☎ 01398 ｰ 4 ｰ 5511

４ 月 １ 日 ～ ５ 月 31 日
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せ
た
な
出
身
自
衛
官

活
動
報
告

自
衛
隊
の
魅
力
は
、
職
種
等
に

よ
っ
て
多
少
の
バ
ラ
つ
き
は
有
り

ま
す
が
余
暇
を
充
実
で
き
る
休
み

が
多
く
、
旅
行
や
趣
味
に
有
意
義

に
過
ご
し
た
り
も
出
来
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
週
休
２
日
、
月

２
日
の
有
給
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
独
身
者
に
限
り
ま
す
が
、

家
賃
、
食
費
、
光
熱
費
に
お
金
が

か
か
ら
な
い
た
め
民
間
企
業
で
就

労
す
る
よ
り
経
済
的
に
ゆ
と
り
が

あ
り
、
貯
蓄
し
易
い
環
境
に
も
あ

り
ま
す
。

私
は
平
成
２
年
に
自
衛
隊
に
入

隊
し
て
32
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し

た
。今

振
り
返
る
と
「
楽
し
い
事
」、

「
苦
し
い
事
」
色
々
あ
り
ま
し
た

が
、
自
衛
官
と
し
て
国
の
た
め
に

頑
張
っ
て
こ
れ
た
事
に
自
信
と
プ

ラ
イ
ド
を
持
て
る
社
会
人
と
な
れ

ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
一
人
で

も
多
く
、
せ
た
な
町
の
若
者
が
自

衛
官
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
私
と
一
緒
に
汗
を

流
し
ま
せ
ん
か
！

こ
ん
に
ち
は
。
せ
た
な
町
北
檜

山
区
出
身
、
陸
上
自
衛
官
の
菱
田

法
久
で
す
。

今
回
は
、
陸
上
自
衛
隊
通
信
科

職
種
の
仕
事
内
容
及
び
自
衛
隊

の
魅
力
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。現

在
、
私
は
東
千
歳
駐
屯
地
第

７
通
信
大
隊
第
２
通
信
中
隊
で
勤

務
し
て
お
り
仕
事
の
種
類
は
通
信

科
で
す
。

仕
事
内
容
は
、
演
習
場
（
自
衛

隊
が
訓
練
す
る
場
所
）
や
駐
屯
地
、

民
有
地
で
無
線
や
有
線
で
通
信
所

を
開
設
し
て
人
と
人
、
部
隊
と
部

隊
を
繋
ぎ
通
信
網
を
構
成
す
る
仕

事
で
す
。

一
般
的
な
電
話
を
使
う
と
傍
受

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
専
門

の
通
信
器
材
を
使
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。

今
か
ら
11
年
前
の
東
日
本
大
震

災
で
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
際
に

は
、
全
国
の
通
信
科
部
隊
が
集

ま
っ
て
日
本
全
国
を
広
範
囲
に
渡

り
通
信
網
を
構
成
・
維
持
・
運
営

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
災
害
派
遣

活
動
に
必
要
な
指
揮
、
連
絡
を
確

保
す
る
と
同
時
に
、
被
災
地
の
情

報
は
日
々
自
衛
隊
の
最
高
責
任
者

で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
に
自
衛
隊

の
通
信
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

第
７
回

（仮称）せたな松岡風力発電事業計画段階環境配慮書の公表について（公告）

　環境影響評価法に基づき、（仮称）せたな松岡風力発電事業計画段階環境配慮書（以下、配慮書）を縦覧します。

■事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地

事業者の名称　　　　　インベナジー・ウインド合同会社
代表者の氏名　　　　　職務執行者　天野　明
主たる事務所の所在地　東京都千代田区永田町二丁目 11 番地 1 号山王パークタワー 21 階

■対象事業の名称、種類及び規模

対象事業の名称：（仮称）せたな松岡風力発電事業
対象事業の種類：風力（陸上）
発 電 設 備 出 力：最大 195,200kW
基　　　　　数：最大 32 基

■事業実施想定区域

北海道久遠郡せたな町

■配慮書の縦覧の場所、期間及び時間

縦覧の場所：せたな町役場（本庁）、瀬棚支所、大成支所、今金町役場
縦覧の期間：2022 年４月 28 日（木）～５月 30 日（月）（各施設の開庁日・時間に準ずる）
電 子 縦 覧：https ://japan . invenergy.com/news/setana-ha i ryosho

■意見書の郵送先及びお問い合わせ先

　インベナジー・ウインド合同会社
　　〒 100-6121　　東京都千代田区永田町二丁目 11 番地 1 号山王パークタワー 21 階
　　☎ 03（6261）3545　（担当）中埜

■意見書の提出について

　配慮書について、環境の保全の見地からのご意見をお持ちの方は、書面に住所・氏名・意見（意見の理由を含む）
をご記入のうえ、縦覧場所に備え付けております意見書箱にご投函くださるか、2022 年 5 月 30 日（月）まで
に下記へご郵送ください（当日消印有効）。

北檜山区出身
　菱田　法久
東千歳駐屯地勤務
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■
春
に
な
り
、
雪
解
け
も
進
ん
で
き

ま
し
た
。
雪
が
解
け
た
空
き
地
な
ど

を
見
ま
す
と
、
草
花
と
と
も
に
目
に

つ
い
て
し
ま
う
の
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
捨
て
ら
れ
た
ご
み
で
す
。
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
は
も
ち
ろ
ん
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
廃
棄
物
処
理

法
16
条
）。

今
回
は
ご
み
に
関
す
る
法
律
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
す
。

■
今
年
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
法
律

と
し
て
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

促
進
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
を

目
的
に
、
事
業
者
に
対
し
て
使
い
捨

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
提
供
方
法

に
つ
い
て
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で

す
。
こ
れ
を
受
け
て
、あ
る
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス

ト
ロ
ー
を
廃
止
し
た
り
、
容
器
を
紙

製
に
変
更
し
た
お
店
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

一
般
消
費
者
・
個
人
は
こ
の
法
律

の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ン

ビ
ニ
や
ホ
テ
ル
な
ど
身
近
な
企
業
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
仕
様
変
更
を

促
す
法
律
で
す
か
ら
、
私
た
ち
に
も

生
活
の
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
法
律
と

い
え
ま
す
。

■
ご
み
に
関
連
し
て
私
た
ち
の
生
活

に
影
響
が
あ
っ
た
法
律
と
し
て
は
、

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
２
年

７
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買
い
物

袋
が
有
料
化
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
法

律
に
関
係
す
る
省
令
の
改
正
が
あ
っ

た
た
め
で
す
。

買
い
物
袋
が
有
料
化
さ
れ
、
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
で
買
い
物
す
る
こ
と
が

日
常
と
な
り
ま
し
た
。

■
ご
み
に
関
す
る
法
律
は
こ
の
ほ
か

に
も
、
ご
み
の
適
正
な
処
分
を
確
保

し
不
法
投
棄
を
禁
止
す
る
「
廃
棄
物

処
理
法
」、
資
源
の
有
効
利
用
や
廃

棄
物
の
発
生
抑
制
を
求
め
る
「
資
源

有
効
利
用
促
進
法
」、
先
に
挙
げ
た

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

も
、
各
自
治
体
が
条
例
を
制
定
し
て

い
ま
す
。

■
こ
の
よ
う
に
法
律
を
見
て
み
ま
す

と
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
や
、
ご
み

を
決
め
ら
れ
た
方
法
で
捨
て
る
こ
と

な
ど
は
単
な
る
マ
ナ
ー
の
問
題
で
は

な
く
、
ル
ー
ル
（
法
律
）
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で

す
。
法
律
と
い
う
切
り
口
か
ら
、
ご

み
問
題
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

■
さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
み
な
さ

ま
か
ら
の
法
律
相
談
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。
一
定
の
資
力
要
件
を
充
た
す

方
で
あ
れ
ば
、
３
回
ま
で
無
料
の
法

律
相
談
を
承
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
予
約
の
お
電
話
は
、「
法

テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎

０
５
０
・
３
３
８
３
・
８
３
６
６
）」

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。
ま
た
、

「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
（
☎

０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
６
３
）」

で
も
、
同
様
に
法
律
相
談
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
み
に
関
す
る
法
律
あ
れ
こ
れ

法
テ
ラ
ス

八
雲
法
律
事
務
所

　
　
　
　
　
　

弁
護
士

森
田　
　

寛

　
　
　
　
　
　

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

法
テ
ラ
ス

八
雲
通
信

町営住宅等の入居者募集
空室あります！

申込期間：４月 28 日（木）～５月 20 日（金）

□町営住宅

団地名 地区 住宅番号 建設年度 面積 型別 家賃の額
徳島団地 北檜山 １-10 H 13 65.44 ㎡ ２LDK 20,600 ～ 30,700 円
川沿団地 〃 ３-369 H ６ 71.30 ㎡ ３LDK 21,900 ～ 32,700 円

〃 〃 ２-356 H ５ 71.30 ㎡ ３LDK 21,700 ～ 32,300 円
豊岡高台団地 〃 B-29 S 39 33.03 ㎡ ２DK 2,500 ～  3,800 円
役場前Ａ団地 大成 41 H ４ 64.62 ㎡ ３LDK 15,400 ～ 23,000 円

みやこの丘団地 〃 11-101 H 11 64.17 ㎡ ２LDK 18,600 ～ 27,700 円
下宮野団地 〃 186 H ３ 60.52 ㎡ ３LDK 13,300 ～ 19,800 円

あかしや団地 瀬棚 ６-202 H ６ 73.20 ㎡ ３LDK 18,700 ～ 27,800 円
〃 〃 49-04 S 49 43.00 ㎡ ２DK 5,800 ～  8,600 円

□特定公共賃貸住宅

団地名 地区 住宅番号 建設年度 面積 型別 家賃の額
都いさりび団地 大成 ７-201 Ｈ ７ 47.20 ㎡ １LDK 24,000 ～ 32,000 円

□定住促進住宅

団地名 地区 住宅番号 建設年度 面積 型別 家賃の額
コーポこんぴら 瀬棚 ４号室 Ｈ ８ 59.91 ㎡ ２LDK 43,000 円

 申込先　本庁建設水道課住宅係　　　　　　　☎ 0137-84-5114( 直通 )
 　　　　大成支所産業建設係　　　　　　　　☎ 01398-4-5511
 　　　　瀬棚支所産業建設係　　　　　　　　☎ 0137-87-3311

※入居資格や提出書類については、町のホームページまたは担当にお問い合わせ下さい。
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人人（幼虫）

エキノコックス寄生サイクル 感染する
感染しない

ブタ（幼虫）

（幼虫の寄生した肝臓）

キツネが感染した
野ねずみを食べる

卵

キツネ（成虫）

野ねずみ（幼虫）

今月の担当

清水　美千子です

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
に
つ
い
て

保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

今
年
の
冬
は
例
年
に
な
い
大

雪
で
し
た
が
、
雪
も
溶
け
て
春

の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
ネ
ギ
や

フ
キ
な
ど
の
山
菜
が
と
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や

畑
作
業
な
ど
外
で
の
活
動
が
楽

し
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
ね
。

そ
ん
な
時
期
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
エ

キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
と
い
う
病
気

に
つ
い
て
今
回
は
お
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
と
は

北
海
道
に
は
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク

ス
症
と
い
う
道
外
で
は
珍
し
い

病
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
エ

キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
と
い
う
寄
生
虫

が
主
に
肝
臓
に
寄
生
し
て
お
こ

る
病
気
で
、
キ
ツ
ネ
や
犬
を
介

し
て
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
卵
が

人
間
の
口
に
入
り
、
肝
臓
に
寄

生
し
て
発
症
す
る
も
の
で
、
毎

年
十
数
人
の
患
者
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
寄
生
の
サ
イ
ク
ル

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
は
自
然
界

で
主
に
野
ね
ず
み
や
キ
ツ
ネ
に

寄
生
を
し
て
い
ま
す
。

成
虫
は
、
キ
ツ
ネ
の
腸
に
寄

生
し
て
卵
を
産
み
、
そ
の
卵
が

糞
と
一
緒
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。

野
ね
ず
み
が
卵
が
付
着
し
た

木
の
芽
等
を
食
べ
る
と
体
の
中

で
卵
が
か
え
っ
て
幼
虫
に
な
り

肝
臓
に
寄
生
し
ま
す
。

幼
虫
が
寄
生
し
て
い
る
野
ね

ず
み
を
キ
ツ
ネ
が
食
べ
る
と
キ

ツ
ネ
の
腸
の
中
で
成
虫
に
な
り

…
、
と
通
常
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク

ス
は
キ
ツ
ネ
と
野
ね
ず
み
の
間

の
「
食
べ
る
」
と
「
食
べ
ら
れ
る
」

と
い
う
関
係
の
中
で
生
き
て
い

ま
す
。

ま
た
、
キ
ツ
ネ
に
限
ら
ず
、

犬
も
キ
ツ
ネ
と
同
様
に
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
に
感
染
し
た
野
ね
ず

み
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
成
虫
が
寄

生
し
ま
す
の
で
、
犬
を
飼
っ
て

い
る
方
は
そ
の
飼
い
方
に
注
意

が
必
要
で
す
。

○
ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
か

私
た
ち
人
間
は
エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
の
卵
に
汚
染
さ
れ
た
山
菜

や
沢
水
等
を
直
接
口
に
し
た

り
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
卵
が

付
着
し
た
手
指
を
介
し
て
感
染

す
る
と
、
野
ね
ず
み
と
同
様
に

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
幼
虫
が
肝

臓
に
寄
生
し
ま
す
。

人
や
ブ
タ
、
野
ね
ず
み
の
体

内
で
は
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
が
成

虫
に
な
る
こ
と
は
な
い
の
で
、

人
か
ら
人
に
感
染
し
た
り
、
野

ね
ず
み
か
ら
人
に
感
染
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
卵
は
直

径
０
・
０
３
㎜
の
球
体
で
人
の

目
に
は
見
え
ず
、
寒
さ
に
強
い

で
す
が
、
熱
に
弱
い
の
で
食
材

を
十
分
に
加
熱
し
た
り
、
手
洗

い
を
す
る
こ
と
で
感
染
予
防
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
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健診申込・健康相談などは

各保健師まで

●せたな町健康センター 　☎０１３７－８４－５９８４( 直通 )
●瀬棚支所　　　　　　　 ☎０１３７－８７－３３１１
●大成支所 　　　　　　　☎０１３９８－ 4 －５５１１

保健師からの伝言

○
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の
症

状
は
？

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
に
感
染
し

て
も
症
状
の
な
い
状
態
が
数
年

～
十
数
年
続
き
ま
す
。

し
か
し
、
徐
々
に
肝
臓
の
腫

れ
、
黄
疸
、
腹
痛
、
皮
膚
の
か

ゆ
み
な
ど
の
症
状
が
で
て
き
ま

す
。ま

た
、
肝
臓
で
増
殖
し
た
エ

キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
が
肺
に
転
移
し

た
場
合
は
、
咳
や
血
痰
の
よ
う

に
結
核
と
似
た
よ
う
な
症
状
を

引
き
お
こ
し
ま
す
。
そ
の
他
に

も
脳
や
骨
に
も
転
移
し
て
、
放

置
し
て
お
く
と
命
に
関
わ
る
非

常
に
危
険
な
病
気
で
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
治
療
法

は
手
術
を
し
て
患
部
を
取
り
除

く
方
法
し
か
な
く
、
早
期
に
発

見
を
し
て
治
療
す
る
事
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

◆
五
つ
の
感
染
対
策

①
帰
宅
後
は
、
必
ず
手
洗
い

街
中
で
も
キ
ツ
ネ
を
見
か
け

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

「
自
宅
近
く
の
畑
や
花
壇
だ
か

ら
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
に
、
家

に
入
っ
た
ら
必
ず
手
洗
い
を
し

ま
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
の
予
防
に

も
な
り
ま
す
！

②
山
菜
、
野
菜
は
よ
く
洗
う

野
山
の
果
実
や
山
菜
、
畑
で

と
れ
た
野
菜
は
必
ず
よ
く
洗
う

か
、
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

畑
で
も
ぎ
た
て
の
野
菜
を
つ

い
つ
い
食
べ
た
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
衛
生
面
を
考
慮
し

て
、
し
っ
か
り
と
洗
っ
て
か
ら

食
べ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

③
生
ご
み
は
き
ち
ん
と
保
管
・

処
分

生
ゴ
ミ
は
カ
ラ
ス
や
キ
ツ
ネ

な
ど
害
獣
が
よ
っ
て
く
る
元
に

な
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
決
め
ら

れ
た
方
法
で
処
分
を
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い

犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
こ
と

で
野
ね
ず
み
な
ど
を
く
わ
え
た

り
、
食
べ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
放
し
飼
い
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
沢
水
を
飲
ま
な
い

汚
染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
沢
水
や
川
の
水
は

絶
対
に
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

❖エキノコックス検査のお知らせ

エキノコックスは感染すると怖い病気ですが、きちんと対策する事で感

染を予防することができます。

　せたな町では、総合健診に併せてエキノコックス症検査を行っておりま

す。エキノコックス症は、簡単な血液検査でわかります。

　エキノコックス症検査は、５年に１度、無料で受けることができるので、

ぜひ受診してください。

　総合健診の詳しい日程については、３月 24 日配布の健康カレンダーでご

確認ください。
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T O P I C S
若
松
小
学
校
で
最
後
の
卒
業
式

３
月
18
日
（
金
）、
若
松
小
学
校
で
第

1
1
9
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

卒
業
生
は
２
名
で
、
保
護
者
や
来
賓
が

見
守
る
中
、
本
谷
弘
之
校
長
か
ら
卒
業
証

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
岡
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
「
１
日

１
回
、
こ
れ
を
開
い
て
く
だ
さ
い
、
必
ず

皆
さ
ん
の
助
け
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
言

葉
と
と
も
に
英
和
辞
典
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

在
校
生
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持

ち
が
こ
も
っ
た
送
別
の
呼
び
か
け
に
対
し
、

卒
業
生
の
言
葉
は
、
小
学
校
で
の
思
い
出

と
と
も
両
親
や
先
生
、
地
域
の
方
に
「
あ

り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
伝
え
、
中
学
校

生
活
へ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
も
の

で
し
た
。

同
日
午
後
に
は
、
卒
業
を
祝
う
会
が
行

わ
れ
、
保
護
者
や
在
校
生
、
地
域
の
方
が

参
加
し
、
卒
業
生
を
祝
福
し
ま
し
た
。

在
校
生
の
手
品
な
ど
の
出
し
物
や
卒
業

バ
ス
ケ
ッ
ト
と
い
う
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
、

先
生
の
バ
ン
ド
演
奏
や
お
楽
し
み
抽
選
会

に
よ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

卒
業
生
か
ら
担
任
へ
、
在
校
生
か
ら
卒

業
生
へ
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
卒
業
生
の
感

謝
の
言
葉
の
後
、
お
手
製
の
く
す
玉
を
割
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。

最
後
の
修
了
式
と
解
散
セ
レ
モ
ニ
ー

３
月
25
日
（
金
）、
若
松
小
学
校
で
修
了

式
及
び
解
散
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

２
０
２
１
年
度
末
で
閉
校
し
た
若
松
小

学
校
で
は
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
閉
校

記
念
式
典
で
の
校
歌
斉
唱
は
、
参
加
人
数

が
多
か
っ
た
た
め
児
童
の
み
で
行
い
ま
し

た
。閉

校
に
あ
た
っ
て
学
校
運
営
協
議
会
の

方
か
ら
「
最
後
に
校
歌
を
歌
い
た
い
」
と

い
う
声
が
あ
り
、
解
散
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

修
了
式
で
は
、
保
護
者
や
卒
業
生
、
地

域
の
方
、
約
30
人
が
見
守
る
中
、
在
校
生

に
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
１
年
間
の
努

力
が
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

修
了
式
に
引
き
続
き
、
行
わ
れ
た
解
散

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
農
業
体
験
や
行
事
等

が
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
紹
介
さ
れ
、
最
後

の
１
年
間
を
全
員
で
振
り
返
っ
た
ほ
か
、

児
童
と
教
職
員
に
よ
る
器
楽
演
奏
や
合
唱

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、

若
松
小
学
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
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令和４年度新規採用職員をご紹介します！
生＝生まれ年　出＝出身地　血＝血液型　 学＝最終学歴　趣＝趣味　特＝特技　好＝好きな芸能人

せたな町立国保病院
内科医長

佐
さとう

藤 南
なんと

斗

生平成３年 

出せたな町

血Ｏ

学札幌医科大 

趣写真撮影・読書　

好イニエスタ選手（サッ
カー）・芦田愛菜

　久しぶりに地元に帰ってきま
した。もしも自分のことを「知っ
ているよ」という方がいらっ
しゃいましたら、声をかけてい
ただけますと幸いです。
　よろしくお願いします。

生平成 11 年 

出木古内町

血Ａ 

学函館中部高 

趣読書

特天ぷらをあげること

　まだまだ、せたな町について
知らないことが多いですが、こ
れから勉強していき、せたな町
に貢献できるように頑張りま
す。

生平成５年 

出恵庭市

血Ａ 学北星学園大 

趣バドミントン・読書・
ゲーム・登山（最近行っ
ていないので再開したい）

特水泳 好宇多田ヒカル

　はじめまして。この度、北海
道庁から地域振興派遣で参りま
した佐藤と申します。
　１日でも早く業務内容を覚
え、せたな町に貢献できるよう
に頑張ります。
　どうぞよろしくお願いしま
す。

総務課
地域生活係兼防災係

石
いしづか

塚 真
まとい

斗威

生平成 15 年 

出せたな町

血Ｂ

学専門学校 

趣食べ歩き

　はじめまして。今年からせた
な町役場の保健福祉課に勤務す
る倉見と申します。
　みなさんのお力になれるよう
頑張りたいと思います。
　これからよろしくお願いしま
す。

保健福祉課
社会福祉係兼北檜山生活
支援ハウス生活支援係

倉
くらみ

見 未
みゆ

夕

まちづくり推進課
再生可能エネルギー室再
生可能エネルギー推進係

佐
さとう

藤 瞭
りょうた

太

第 54 回 生昭和 37 年 出函館市 血Ｂ 学函館東高 
趣スポーツ観戦・ウォーキング
好原辰徳 ( 巨人軍監督）

生昭和 56 年 出大阪府 血Ａ
趣音楽・ＰＣ等　好松岡充（ＳＯＰＨＩＡ）

　４月より地域おこし協力隊員としてせたな観
光協会で活動する田中幸二です。地域の魅力の
発信や各種イベントの開催などに取り組んでま
いります。
　よろしくお願いいたします。

　皆様、はじめまして。せたな観光協会・せた
な町地域おこし協力隊の小澤です。
　まだまだ勝手がわからず、右往左往したりす
ることはあると思いますが、精一杯頑張りたい
と思いますので、どうぞよろしくお願いいたし
ます。

せたな観光協会

　事務局長　　　田
たなか

中 幸
こうじ

二
せたな観光協会

　事務局職員　　　小
おざわ

澤 智
ともゆき

之

令和４年４月１日採用　地域　 おこし協力隊をご紹介します
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コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
館

～
行
っ
て
み
よ
う
！
と
な
り
ま
ち
～

◉
長
万
部
町

あ
や
め
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ

ン
！

あ
や
め
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
４
月
15
日

か
ら
オ
ー
プ
ン
！
全
36
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
町
花

で
あ
る
「
あ
や
め
」
な
ど
の
花
壇
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
６
月
下
旬
～
７
月
上
旬
に
は
、
多
数

の
「
あ
や
め
」
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

■
プ
レ
ー
代
（
町
外
）
１
日
券
／
大
人
６
０
０

円
、
小
人
４
０
０
円
※
回
数
券
あ
り
。

問
長
万
部
町
役
場
建
設
課
建
築
公
園
係

☎
０
１
３
７
７
・
２
・
２
４
５
６

◉
八
雲
町
八
雲
地
域

噴
火
湾
を
一
望
で
き
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
「
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

噴
火
湾
を
一
望
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、

な
だ
ら
か
な
傾
斜
を
利
用
し
た
設
計
が
う
り
。

公
園
に
遊
び
に
来
た
家
族
連
れ
が
楽
し
め
る

よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
（
９
ホ
ー
ル
）
が
あ
り
、
上
級
者
か
ら

初
心
者
ま
で
幅
広
い
層
に
人
気
の
コ
ー
ス
で

す
。

■
利
用
時
間
／
日
出
か
ら
日
没
ま
で

■
利
用
料
金
／
１
日
券
５
６
０
円
、
シ
ー
ズ
ン

券
１
２
５
６
０
円

■
定
休
日
／
毎
週
月
曜
日(

月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
平
日
）

問
八
雲
町
公
園
緑
地
推
進
室

☎
０
１
３
７
・
６
５
・
６
０
３
０

◉
八
雲
町
熊
石
地
域

熊
石
海
洋
深
層
水
の
分
水
中
！

海
洋
深
層
水
の
分
水
は
、
熊
石
漁
港
内
の
熊

石
海
洋
深
層
水
総
合
交
流
施
設
で
行
い
、
ポ
リ

タ
ン
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
へ
の
小
口
分
水

と
車
両
に
積
載
さ
れ
た
大
型
タ
ン
ク
へ
の
大
口

分
水
の
２
種
類
の
分
水
施
設
が
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
冬
期
間
（
12
月
～
３
月
）
に
つ
い
て

は
、
小
口
販
売
機
の
営
業
が
平
日
の
み
と
な
り

ま
す
。

■
料
金
（
町
外
利
用
者
）
／
小
口
分
水
（
一
般

用
20
㍑
）
１
０
０
円
（
業
務
用
１
㎥
）
６
２
０
円
、

大
口
分
水
（
一
般
用
１
㎥
）
６
２
０
円
（
業
務

用
１
㎥
）
６
２
０
円

問
熊
石
海
洋
深
層
水
総
合
交
流
施
設

☎
０
１
３
９
８
・
２
・
２
３
０
０

 農業用水路や施設には、　危険なので近寄らない！
◆農業用水路への転落事故を未然に防ごう！

　農作業の開始で、農業用水路には大量の水が流

れ込み、転落事故の危険性も増えます。事故を未

然防止するため、家庭、学校などでも危険な場所

へ近づかないよう注意を呼びかけることも大切

です。

　また、子どもたちが水路そばで遊んでいるのを

見かけたら、進んで声をかけてあげましょう。

◆農業用施設の水難事故に注意しましょう！

　大雨などの際、ダム・頭首工のゲート操作で下

流に放流する場合があります。

　土地改良区の警報車で河川水位が上昇するこ

とを警告しますので、拡声器から「ただちに川か

ら離れてください」という放送を聴いたら、すぐ

河川区域内から離れましょう。

おねがい！用水路にごみを捨てないで！

「ロードレース大会」
開催中止のお知らせ

　例年、水仙まつりの開催に伴い、

「ロードレース大会」の開催しており

ましたが、中止とさせていただくこ

とになりました。

　開催を楽しみにして下さっていた

皆様には大変ご迷惑をお掛けします

が、何卒ご理解下さいますようお願

い申し上げます。

 水仙まつりロードレース大会実行委員会
　　　委員長　　伊　関　寿　之

「玉川公園水仙まつり」
開催します

　桜と水仙が咲きほこる中、3 年ぶりに
「第 50 回玉川公園水仙まつり」を開催し

ます。

●開催日　5 月８日（日）
●場　所　玉川公園（北檜山区丹羽）

　ご来場の際は、手指の消毒やマスクの
着用など新型コロナウイルス感染対策に
ご理解とご協力をお願いします。
　また、体調不良の場合は、ご来場をご
遠慮ください。
　なお、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大状況によっては、開催を中止する
場合がありますので、ご了承ください。

 玉川公園水仙まつり実行委員会
　　　　　委員長　　多　田　光　昭

  問い合わせ先
　　狩場利別土地改良区　☎（0137）82 － 0244
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◉
今
金
町

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
キ
ャ
ン
プ
場

２
０
２
２
シ
ー
ズ
ン
情
報

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場

で
、
４
月
下
旬
の
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

広
大
な
芝
生
の
グ
リ
ー
ン
と
白
樺
の
ホ
ワ
イ

ト
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
自
然
豊
か
な

キ
ャ
ン
プ
場
。
ピ
リ
カ
の
澄
ん
だ
空
気
が
よ
り

一
層
輝
く
星
を
思
う
存
分
眺
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
道
具
一
式
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
『
手
ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ
』
は
ビ
ギ
ナ
ー
に
お
す

す
め
！

■
フ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
料
金
（
１
人
１
回
温
泉
入

浴
付
）
／
大
人
１
５
０
０
円

小
学
生
７
０
０

円

幼
児
３
０
０
円

■
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
料
金
（
１
人
３
回
温
泉
入
浴

付
）
／
１
施
設
（
４
名
）
３
万
５
千
円
～

■
手
ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ
料
金
（
１
人
２
回
温
泉
入

浴
付
）
／
１
張
（
４
名
）
１
万
４
千
円
～

■
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
ピ
リ
カ
料
金
（
１
区
画
２
回
温

泉
入
浴
付
）
／
電
源
有
り

１
区
画
２
５
０
０

円
、
電
源
無
し

１
区
画
２
千
円

問
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
☎
０
１
３
７
・
８
３
・
７
１
１
１

◉
せ
た
な
町

セ
タ
ス
タ
グ
ラ
ム

３
色
プ
ラ
ス
ワ
ン

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
開
催
！

■
青
色
部
門
（
海
・
空
な
ど
）
＃
せ
た
な
の
青
色
＋
１

■
緑
色
部
門
（
山
・
森
な
ど
）
＃
せ
た
な
の
緑
色
＋
１

■
黄
色
部
門
（
夕
陽
・
花
な
ど
）
＃
せ
た
な
の
黄
色
＋
１

■
笑
顔
部
門
（
人
物
の
笑
顔
）
＃
せ
た
な
の
笑
顔
＋
１

■
入
賞
／
青
色
、
緑
色
、
黄
色
部
門
か
ら
５
点
、

笑
顔
部
門
か
ら
１
点
を
選
出

■
入
賞
特
典
／
５
千
円
相
当
の
せ
た
な
町
の
特

産
品

■
入
賞
作
品
／
観
光
Ｐ
Ｒ
用
と
し
て
せ
た
な
観

光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
活
用

■
投
稿
方
法

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア

プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

②@
se

ta
n
a
to

w
n

を
検
索
し
、
せ
た
な
観

光
協
会
を
フ
ォ
ロ
ー

③
応
募
し
た
い
部
門
の
写
真
を
用
意
す
る

④
投
稿
画
面
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
入
力
欄
に
応

募
部
門
の
「
せ
た
な
の
〇
〇
＋
１
」
と
「@

se
ta

n
a
to

w
n

」
を
付
け
て
シ
ェ
ア
（
投
稿
）

■
応
募
期
間
／
令
和
４
年
５
月
１
日
～
10
月
31
日

■
入
賞
さ
れ
た
方
に
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
11
月
下
旬
に
連
絡
し
ま
す
。

問
せ
た
な
観
光
協
会

☎
０
１
３
７
・
８
４
・
６
２
０
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
S

e
ta

n
a

v
i.J

p

釣り人の皆さんへ！

　釣りを楽しむ磯場や港内は、足元の悪い場所が多く海中転落事故が起こりやすいです。
　安全に釣りを楽しむために、次の事を心掛けましょう。

○家族に行き先や帰宅時間等の予定を伝え、出来る限り複数人で釣りに出かけましょう。
　〇事前に釣り場の気象情報を入手し、天候の悪化が予想されるときは、無理をせずに中止

しましょう。
　〇ライフジャケットは、着用する前に必ず不具合箇所がないか点検し、常時適切に着用し

ましょう。
　〇岩場や崖下等での釣りは大変危険ですので十分注意しましょう。
　〇海は皆のものです。ゴミは責任をもって持ち帰り、マナーを守りましょう。
　〇携帯電話（防水パック入り、GPS 機能 ON）等、緊急時の連絡手段を確保しましょう。
　〇夜間釣りに行く際は、必ずライト等を身につけましょう。

問い合わせ先
　 瀬棚海上保安署 ☎（0137）87 － 2634～海のもしもは１１８番～

春季 ｢ 技能講習 ｣ 受講生を募集します！

申し込み及び問い合わせ先
　（一社）檜山地域人材開発センター　☎ 0139 － 52 － 0160　FAX 0137 － 52 － 0188
　【公式 HP】檜山地域人材開発センター運営協会まなびっく hiyama-manabikku.or.jp

種　　　類 開　催　日 受講料 受　講　資　格
車輌系建設機械（解体用）

運転技能講習
2022 年５月 22 日（日）　１日間 　19,000 円

車輌系建設機械（整地等）運転

技能講習修了者

不整地運搬車運転技術講習

2022 年５月 20 日（金）

　　　　　～　５月 21 日（土）

　　　　　　　　　　　  2 日間

　41,000 円

◎次のいずれかに該当する方

・車輌系建設機械（整地等）

・車輌建設機械（解体用）運転技

能講習修了者

・大型特殊自動車運転免許証所持

者

申込締切日：2022 年５月 10 日（火）

お申込方法：人材開発センターへ電話または HP よりお申し込みください。
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函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

せ
た
な
町
で
月
１
回
法
律
相
談

所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

金
銭
関
係
や
不
動
産
関
係
、
家

事
関
係
な
ど
法
律
上
の
問
題
で
お

困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。な

お
、
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

予
約
制
・
先
着
順
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
函
館
弁
護
士

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
相

談
無
料
）

●
日
時
（
５
月
～
６
月
分
）

・
５
月
13
日
（
金
）

・
６
月
10
日
（
金
）

●
実
施
時
間
／
13
時
～
16
時

●
相
談
件
数
／
６
件

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

問
函
館
弁
護
士
会

☎
０
１
３
８
・
４
１
・
０
２
３
２

ご
相
談
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

３
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
受
付
分

合
計
３
９
６
件

　
　
　
　

　
　

６
、０
１
８
千
円

ご
相
談
く
だ
さ
い

心
の
健
康
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

令
和
４
年
度
北
海
道
八
雲
保
健

所
精
神
保
健
専
門
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
心
の
健
康
相
談
を
ご
希
望

法
律
・
登
記
・
行
政
相

談
の
無
料
相
談
会
の
お

知
ら
せ

相
続
・
贈
与
・
売
買
・
会
社
設

立
・
債
務
整
理
・
成
年
後
見
・
行

政
相
談
な
ど
、
心
配
ご
と
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

５
月
11
日
（
水
）
10
時
～
12
時

●
予
約
締
切

５
月
９
日
（
月
）

※
先
着
４
名
ま
で

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

●
担
当
相
談
員

司
法
書
士

森

奈
津
美

問
役
場
総
務
課
総
務
係

☎
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

裁
判
所
出
張
手
続
案
内

の
お
知
ら
せ

函
館
地
方
・
家
庭
裁
判
所
か
ら

職
員
が
出
張
し
住
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
手
続
案
内
を
行
い
ま

す
。（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

６
月
16
日
（
木
）
13
時
～
16
時

●
場
所
／
瀬
棚
総
合
福
祉

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
館

●
予
約
方
法

６
月
９
日
（
木
）
ま
で
に
函
館

地
方
裁
判
所
総
務
課
ま
で
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
函
館
地
方
裁
判
所

☎
０
１
３
８
・
３
８
・
２
３
７
２

お
知
ら
せ
し
ま
す

◉軽自動車税
納期限は

５月２日（月）です

忘れずに納めましょう

　納税通知書は４月 11 日

に発送しております

忘れないで納期限
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
全
て
事
前
の
申
し
込

み
（
実
施
日
の
前
の
週
の
金
曜
日

ま
で
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
日
時
／
５
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所
／
今
金
地
域
保
健
支
所

問
八
雲
保
健
所
保
健
係

☎
０
１
３
７
・
６
３
・
２
１
６
８

自
動
車
税
種
別
割
の
納

期
限
は
５
月
31
日
（
火
）

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

自
動
車
税
種
別
割
は
、
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
納
税
で
き
る
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

利
用
し
た
決
済
方
法
に
よ
る
納
付

手
続
が
で
き
ま
す
。

納
付
通
知
書
は
、
５
月
６
日

（
金
）
に
発
送
予
定
で
す
の
で
、

お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
札

幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
（
☎

０
１
１
・
７
４
６
・
１
１
９
０
）
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
自
動
車
税
種
別
割
ス
マ
イ
ル
納

税
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！
】

北
海
道
の
自
動
車
税
種
別
割
を

納
期
限
ま
で
に
納
税
す
る
と
、
応

援
店
で
特
典
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
檜
山
振

興
局
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
檜
山
振
興
局
税
務
課
納
税
係

☎
０
１
３
９
・
５
２
・
６
４
５
３

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 h
ttp
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l

お
知
ら
せ
し
ま
す

八
雲
税
務
署
か
ら
の
お

知
ら
せ

国
税
に
関
す
る
質
問
は
、

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
「
ふ
た
ば
」

を
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」
と
は
？

「
チ
ャ
ッ
ト
」
と
「
ロ
ボ
ッ
ト
」

を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
質
問

し
た
い
内
容
を
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選

択
す
る
か
、
自
由
に
文
字
で
入
力

す
る
と
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を

活
用
し
て
、
自
動
で
回
答
す
る

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

来
署
に
よ
る
申
告
・
面
接
の

相
談
は
、
事
前
の
ご
予
約
を
！

税
務
署
へ
来
署
し
て
申
告
や
面

接
で
の
相
談
を
受
け
た
い
場
合

は
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

問
八
雲
税
務
署

☎
０
１
３
７
・
６
３
・
２
１
４
８

音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
ぶ
と
、

税
務
署
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、「
申

告
・
相
談
で
事
前
に
予
約
を
し
た

い
の
で
す
が
」
と
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
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５月 10 日 (火)　  瀬棚支所
◎移動町長室は９：00 から 11：30 までの開設となります。

◎当日は区内を巡回して不在のこともありますので、御用

の際は事前に予定をお問い合わせください。

◎公務の都合上、急に日程を変更する場合がありますので

ご理解願います。

◎国民年金保険料が割引になる前納制度
をご存知ですか？

 　国民年金保険料は、一定期間をまとめて納めることにより保  

 険料が割引となる「前納制度」があり、現金・クレジットカー

 ド納付や口座振替による割引があります。

◇令和４年度国民年金保険料

　　月額 16,590 円× 12 か月＝年額 199,080 円

◇国民年金保険料納付額比較

１カ月分 ６カ月分前納 １年度分前納 ２年度分前納

毎月納付 16,590 円 99,540 円 199,080 円 397,320 円

口座振替

16,540 円 98,410 円 194,910 円 381,530 円

50 円割引 1,130 円割引 4,170 円割引 15,790 円割引

（早割、当月末
に口座振替）

( ４月末、10 月
末口座振替）

（４月末口座振替）（４月末口座振替）

現　 金・
クレジッ
トカード
納付

16,590 円 98,730 円 195,550 円 382,780 円

割引なし 810 円割引 3,530 円割引 14,540 円割引

※口座振替やクレジットカード納付のお申込みは随時受付して

いますが、口座振替・クレジットカード納付による令和４年４

月から前納の新規申し込みは、２月末日で受付を終了しました。

※口座振替納付の方が就職したことにより、厚生年金保険に加

入した場合は『口座振替辞退申出書』の提出が必要になります。

用紙は役場にありますので必要な方はお申し出下さい。

人 口 と 世 帯

令和４年３月末現在（前月比）

人口 7,298 人 （ー 37）

北檜山区 4,351 人 （－ 21）

大成区 1,284 人 （－ 11）

瀬棚区 1,663 人 （－５）

男 3,454 人 （－ 10）

女 3,844 人 （－ 27）

世帯 3,987 世帯 （+ ２）

戸籍の窓口
（３月１日～３月 31 日届出）

○結城　璃
りおん

音くん　  （海斗）北檜山

○北川　　椿
つばき

ちゃん  （泰斗）北檜山

○田丸　廉
れんや

也くん　  （裕紀）本町 9 区

○板谷　　繁さん　（91 歳）　新　成

○栗城　フサさん　（98 歳）　若　松

○金谷　ときさん　（91 歳）　二　俣

○横山　節子さん　（92 歳）　西丹羽

○阿部　由男さん　（93 歳）　徳　島

○早川　ナミさん　（96 歳）　北檜山

○田中　礼子さん　（65 歳）　北檜山

○男澤　幸一さん　（93 歳）　　都

○横野　久則さん　（71 歳）　島　歌

○横山ツヤ子さん　（87 歳）　元　浦

○佐藤　ミヤさん　（105 歳）　三本杉

○井坂　初ヱさん　（93 歳）　本町５区

○久保　　一さん　（85 歳）　本町８区

○玉木　昭子さん　（95 歳）　本町８区

○梅本　　弘さん　（68 歳）　西大里

ご家族の同意を得た方のみ掲載しています。

お誕生おめでとう

戸籍年金係からのお知らせ

国民年金に関するお問い合わせ先  
　◎函館年金事務所  　　　　　　　　　　☎ 0138-56-1165

◉本庁 町民児童課 戸籍年金係　　　　　☎ 0137-84-5113（直通）
◉瀬棚支所 住民係 　　　　　　　　　　☎ 0137-87-3311
◉大成支所 住民係 　　　　　　　　　　☎ 01398-4-5511

おくやみ申し上げます
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　　　　役場（担当課）への直通電話番号一覧
　　　　　　　　※通話中の場合は、代表電話（0137-84-5111）へおかけください。

税務課 町民児童課 建設水道課 保健福祉課 教育委員会
0137-84-5112 0137-84-5113 0137-84-5114 0137-84-5984 0137-84-6260

ご利用ください

 　新一年生のみなさん　入学おめでとうございます

　町内の各小学校で入学式を挙行

2
0
2
2
・

5
　

N
o.2

0
1

●
待
ち
望
ん
だ
入
学
式
を
迎
え
た

新
一
年
生
。
そ
の
表
情
は
恥
ず
か

し
そ
う
に
、
で
も
う
れ
し
さ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
新
生
活
に
そ
ろ

そ
ろ
慣
れ
た
頃
で
し
ょ
う
か
。
落

ち
着
い
た
か
に
み
え
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
３
年
ぶ
り
に

水
仙
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。
新
一
年
生
は
、
大
き
な
お

祭
り
は
記
憶
に
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
水
仙
と
桜
の
見
ご
ろ
と

重
な
れ
ば
、
お
花
見
も
で
き
て
う

れ
し
い
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
を
徹
底
し
て
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
５
月
に
入
る
と

大
成
区
宮
野
の
桜
並
木
も
お
す
す

め
で
す
。
▼
行
楽
・
山
菜
採
り

シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。
せ
た
な
は

自
然
豊
か
な
た
め
、
野
生
動
物
に

注
意
で
す
。
春
は
ク
マ
も
お
な
か

を
す
か
せ
て
、
山
菜
や
川
魚
を

狙
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
の
場
所
で

も
仲
間
で
共
有
し
て
複
数
で
行
動

し
て
く
だ
さ
い
ね
。
今
回
、
保
健

師
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
で
掲
載
し

て
い
ま
す
が
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

症
に
も
注
意
で
す
。
山
菜
や
川

魚
、
美
味
し
い
で
す
よ
ね
。
よ
く

洗
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ

も
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
も
基
本
の
感

染
対
策
が
大
事
で
す
。
気
を
付
け

な
が
ら
、
せ
た
な
の
自
然
を
満
喫

し
て
く
だ
さ
い
。
【
竹
内
】

４
月
６
日
、
町
内
の
小
学
校
（
北

檜
山
、
瀬
棚
、
久
遠
）
で
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
一
年
生
は
、
北
檜
山
小

学
校
25
人
、
瀬
棚
小
学
校
４
人
、
久

遠
小
学
校
２
人
の
計
31
人
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
今
年
も
集
合
写
真

以
外
は
全
員
マ
ス
ク
姿
で
、
特
に
北

檜
山
小
学
校
は
、
先
生
と
保
護
者
の

み
の
参
列
で
し
た
。

新
入
生
は
、
少
し
緊
張
し
た
様
子

で
し
た
が
、
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
元

気
に
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま

し
た
。

瀬棚小学校

久遠小学校

北檜山小学校




